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壷盤の内外に順序よく取纏あてあって艤装瀧甚だ簡軍に出來取
扱v､､瞬謡入れ等力蝋あて輕便に行われ壷す。I

2巻湯･‘養卸持陸の良好なこと。

鬘毒>霧菫懲葦鷆霊蕊麓鰈離職
かも楽入電碓ば全負荷電流の150パーセント以下に押へる様に
・してあります･0"f ノ

第2､鴬3ノツデに於てもライトアツグの場合鐙じく高速毒とな
遷Iとどなく、且第'･2.3.ノッチ共喧嘩巻に最も適した速度が得
られる様腫なって居ります。、

次ば巻卸》ま分巻電動隣として使用し､制度巻卸が出来る様に“．｛し謹遥あり．まず。従来型感直巻特性を持たせてありました爲に、
卸の場合も高速霞が得られ特に鑛石､,未材等鰹損め虞のないも
強仁對して遥しく荷役能率を高あて居り壷した。然るに一般に
制動巻卸逓行う方式でば識承る黙にて高速巻卸を行うことが

議識議鍵議蕊鱗藤
・脚創も巻卸涛隆を巻揚痔性とぼ噌對解なる形として;居り主す
めで喧嘩書として最も理想に近い特性を有L;て居りますっ‘叉制

＝勤書Tを行う場合には、一般に電源に電力を戻す亨とが出來垂。
．すので、この電力を他心負荷に利用することが出來て便利であ

」鋒謹:薔鰯鰯鮭鷺漁繊雛辮
鍵蓋蕊瀧鞠瀧鯉識僻娘郷,識｡筒機捧泡
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灘難羅震鐵薑亨塗韻鵜……輔噸榊嘩僻雲嬉操側季f
驚鶴蕊湾鵜耀能蕊鎮撫暑識駕震麓繩電繊榊短絡焼零．
も抵抗器に縁巷抵抗管を便開して居りますj ，／、．‘、

′駒､拳ﾂ州合金のｱｪﾘ彌抗帯礎使用'して居り主すから童量も軽く"砿損の塵れが少〈錨騨働シ蛾抗片に遙かに勝る‘ものであります｡〃

7派馴れ潅人が扱っても危瞼がありませんO,_E_,･.､__､,01,,9 J

繰種の安全装置を施し、不馴|れな人龍扱っても破積､危険等心虞添な,ぃ様腫し種あり｛畠ずや‘，’8磯纐頼丈で薄命鍍長い。ノ‐‘
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艦’,艇の解撤
ダ‐

松、：尾，進
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ノ。 /

材を回收する方針を探った｡』しかし遭難位置及びその状

況によっては,救難作業に非常な困難を伴うことが溌想
0dB

されて，それぞれの状況に則した庭理ガ現場におい雷な
された。沈没叉は棚坐していた艦艇82隻約41萬錐水噸を

虚理したが,その虚理方鋤概略を述べる｡筒庭理方針
別腫盤艦の取溌いを分類する.と第一表のようになる。，

I霊壹捕蕊鴎,識』｜β■Fp
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1．棚観凸|

昭燕20年8月ポツダム宣言を受諾して降伏した．.p本

′は,．暑の宣言の條項に従って’日オ非武装化の一頚作業
・どして,昭和2,年4月以來蓮合軍の指令の下に奮海軍繼
維の露盤作業を賞施して瀬た｡‘駿前海軍工廠において,

『“､ば,民盾慥緬において國民の血と汗の結晶によつ
で建遥され，至抵界にその露を誇った超弩撰鼓鍼
‘職､義和以下,,,卵鐸20萬鋤.噸の精鋭は4年間の打續‐‐；，．‐

く:苛烈な海勤ご相次b拓太zI審の藻暦と消え,鑿駿當時
，残密謹艇は約500蕊100莫排氷噸こ過ぎなかった。しかも

窪存したものの大半は捌坐b,‘或い確海に沈んでい､
龍..これら窪存艦挺臆連合軍の計霊の下に小數のものは
,米菜ｿ実四ケ國に賠償とじて取られ,叉ぱ織逢用や漁紹
婦怪日本に返還されたが,！大部分の駿闘薦艦艇底解禮す

．,‘るごとを命ぜられた。

蕊在諌解禮峰の完了したものぱ雲職艦伊勢'日向
、賜藤2”隻約738千排水噸に達する。（外に小型木造艇'30‘

‐笠約5千錐水噸,特攻兵器,岐龍等'50隻を極鴎したがこ
説は本交には鯛れない)諸種の事情から造艦業奏，サルベ
言ヂ業者が主としてこの事業を擢営した｡特に呉,銭低
儲舞鶴,夫湊”海軍工廠の施設は蕾海軍艦艇の甑鴎
の潅めに再開を許可され,‘これら四工廠において81隻約

鋤萬7千排水噸力噸鰹された。､これは隻薮におb、て全國

の卿?4%,排水量におい御･5%に當る｡
かぐして，無敵を誇った海軍の勇姿も今ばなく，解撤

，譲生獄陸經濟再建の礎として製鋼用に,直接加土用に使
『.縄され,重工業界の第一線に再び巣立っている｡或いは

nJ

，聯燦として港口に,し毒かに眠り''或いば謂ンツーン怪
生誕愛って，港丙に第二;の人生を邊りつっある。’
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沈艦の庭理方針別風分

'|“|百分率|譜鑿｜
:141|50.#""％‐~噸
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合と異って溌震葵は飼雷等の原因で沈濠し海ので,,を四． 1

破壊孔が非常に大きく,叉碓片のために小郷が鰭鑑

謡難繍箪辮灌:篭蕊薑…
瀧浮力を職ぜる“には‘商船よりも雲に深い水位差1’

を必要とする。しかも内部
撫鴬鰯轄鳥’各厘劃の遁永を事前膜行わ

な力､つた。．．，．」
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2．'鑑艇段難作業及び沈艦虚理
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蕊合軍より砺禮指令を受けた上記艦艇は絡駿時量國に
亘って多鋤沈没し域いば棚坐していた｡ここに艦艇の減，

難引錫作業乃至陰沈鱈鐙理の問題か起ってく‘る6元來こ
‘の鯵維｡解揃作業を割めた目的の一つとしせ屑鐡に回

砿が準だ．‘このために原飢として魑挺を引謬げ畷生
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一艦蕊つ唾撤一

一（ﾎ)水中部分のみ撤去して作業完了を承認し:輝繧露
一部を水上に露出じて居りながら被害状況力#極鍾で悪．‘き'‐

く.，且つ以上四つの方法が賞施出來ない時には，連合軍

側の承認を得てｼ水上部分叉は上部構豊物のみを解蜑撤
去して，水中部分は放棄さ諭た置呉地砺だけでも雀識艦
伊勢,日向以下5隻がこの方窪により是の大部分が氷専に

蕊されている｡｡又横須賀地癌でも蕾特務鑑富士及t涛煽
が海中放置されたままである。，

0

吟少薮ク，霧狼ポンプ，シヤース等を認動員して救難作

業迄成功した｡北九ﾂI騨睡でも鰄鐵監第'7噸が引起し
後救難された｡・

艦艇の裁難のために浮力タンクが多數必要であるが，

ぞれらは艦艇の解撤發生材から相當謹製作された｡鱈殊
な例として,.SB第122",第124嘘はその髄溺豊を浮力タ

ンクとしてトラスに組誌沈纒の栽雑に猛躍し淀。
〔口）．浮揚しつつ現場解燈を責施した艦艇・

改装航室母鑑島畏丸は香川縣志度沖に棚坐した。上部

構造物を撤去し,重量を輕減し,,浅海へ引揚げ,水上部
分を切り又，浅海へ引揚げる。この作業を綴返して發生

材を全部引揚げた。大分縣別府漁に掴坐した同じく改装
空母海畷も同濠D方些により煙霊された｡，

<ﾊ〕‘水申でダイナマイト切断した艦艇．11
損傷"程度その他の妖況によっては,救難作業が餘りに
も困難旦つ高憤な場合も生ずる｡叉長劉鋤澤心趣索た

鑑惣鋤溌鋤類蝿そ"珪畿流用鰯乗る部分力妙
く,､假令救難鳶,海たとしても發生材の大部分力製鋼用に

'用いられるから,左翫寧唇鯉職-糧必要はないd準澤
'炊態のま‘麹場でグｵｷ輔‘脚跡を獄､’三定重量の
茨割りプｻ戸Iﾂ．ク噂.しで蛎土ク‘ﾚー ￥で引揚げる。d鐙

”の浜ｲ,､ﾅ'ｺﾈﾄを抗張力の乏域蝋に沿って順次使用す
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3．.艦艇解撤作業．．

,紹和2'年4月奮海軍灘の解撤を開始しfて以來,沈鑑
虚理をも含めて總計2"篝738千錘水噸峨臓釦ケ月間
に解撤し,.錫繩スクラップを約誕萬噸邊り出碓。‘
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解撤艦艇年別完了隻數一魔表第三表
さき一

年 ‘別 J

昭和21年．繧儒鵠儲雫鰐鼬率,.LLI"蛎光沖の淀,闘門海峡の掃海艇第29鏡は夫
溌永中にグｲ共イトを仕掛けて大割りした｡叉鱸艦
鍵敷設特務艇篭崎は解魑計蚕當初は救難を行う懲趣
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あったが,工事が譲想外I二困難で且つ連合軍から鯉鼈完

‘了を督促され,‘錘戦中グj1l士マイド罰断に鍵翼した。
以上の方注ば何れも發生材を回收するために探られた

が,種倉の理由で回”困難な場合は艦骸D回睡放棄
･lo
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しiこq〃
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第四表解撤發生材月別推定韮遼(素材）
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したb墓湿らぬ救難蕊び發生

鐵興狽股陰断念されたq雛
黛葬ぴ題池室内に60ポンドダ
,イナ急ﾝi&(r櫻恢イナ号イ

ト,､40嘘〕を装蕊し;脚
織確も#職を両嚇す雛
と剛球萩翰毎旗が,､‘艦形消
滅の,目紬憾半分篝せられ種｡
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°溌競濁蕊う隻數及び排水曇大いに苦心しだ｡‐

驫篭雛譜…?霊憾第二諭ら露画※′棡準…鴨甸｡．p

當初艦艇p解遥は政府から纒艇を原姿のまま秘下げを

鋤舗作業の方法受げて,企業として出發した｡嘩って職作業費はその
‘蝿峰證のものばガｽ切断ｴの仕事である｡カーバ發生材責上げ陣依ってまかなわれる｡はじめの見透しで
fﾄに水を加えて發生するｱｾﾁﾚﾝガｽに酸素を加え￥は作謀譜と發生樹寅上高との釣合猛十分企蒙として成立
で碗き付け>鋼材を熔かじ切断する｡重量物であるためすると考えられた｡､しガ､しこの繼誕か解撒作業ば長期間
に,､作業前後の譜や段取りが必要となる｡績翰及び經相常の資金を注ぎ込んでいなければならなI､｡政府とし
験による‘と解撤のために，カーバイトは輕荷排水量1噸，てもつなぎ資金として復興金融金曜の融資を斡捷して希
當b大割り作業に0.6ME(13.5kg)小割り作業に.0.9|罐望ずる業者6証に約1億9千萬圓p融資の道が開かれた。
r20.25kg)要する｡労一バイトの駈要量嶬それ自身の品艇撤作業は懲想以上に投費を寝かせる結果となって，蓮
質の外に労ｽ發生装置の良否，カス切断の熟練度が大き韓賓金に多くの業者は苦勢した。
く影響す‘る｡酸素砥カー>§イド'罐(22.5kg).l謝して，二.解撤作業p企業債値
約2本(12立方米)必要である。・昭和"雫度第二四や期から主發生材である屑鐵が指定
Ⅲ解撤作業を始ぬる時,先ず最初に流照出来そうな艤装生産費材崎自加さね》同時に公定債格が制定された｡こ
品,穰鴎椛磯類を丁寧醜bはずすd!,その後浮力に危・噌聯脅鋼雛製造に嵩って》原臓逆算されたもので，
職を感じない程度まで罪岸壁で水上部分を適當な大ズロ艦艇p解職から製造する場合の製造原痩をはるかに下廻

一

ツウに切断;る｡磯閨菫頂部甲獅誠可くこの時に駁はgていた･造船所は低い公定慣蕗と需総綱Iごよる自家
ずして，機闘室の解蟹を容易にする。この作業が維つ1使用と販謝｡不､自由という二重の損失を受けた。一方勵
で,大抵の場合入渠していツク丙で嬢關室丙,前後部船‘丙-般の鍔働攻勢の波に乘って鍔務費は漸次高くな‘b叉
鎧,船底部の順序に解隠される｡鍔こよっては最初から純の費材のｲ‘ﾝｦ階によ‘る殖上りな“ため,解鴎嶬
久渠して,一切ドック丙蝿禮が行われるこ‘ともあ§が，費の上昇は屑鐵の公定債綴改訂をはるかに上廻つた｡昭
長鋤二豆る時は･ドック使用料が嵩むのであまり獣迎され・和23年度に至って大部分が洸艦遼理であった關係から
承幌′それ故救難された大型艦蝿さ曳航‘して乗てすぐ入を,解撤作業が企業どして成立しないことが見越される
渠也，應急防永装置をなL奄亡出渠し岸壁で厩燈工事を開‐ようになった｡《政府懲この事業の性織二かんがみ，‘‘絃戦
始する方法が屡念行われた｡矧型艦辮上部撤去緩上架虚理費を支出してb解撤業者にこの作業を諸負わせる方
載る場合も多い。嶽針に切替えた。
:､獺作業の困難性以上は解撤作業を管理面から見た陸驚であるが，曳場
藩戦後の混凱，あらゆ,息費鐵の鰊乏,人心の動揺,食で實際の作業を資施する際にも，種を④困難がある｡

耀難という一鍛酌な障害の他に歎冷の困蝋鮭が伴った。ホ．火災
ィ．工事虹間か厳守・ 雛艦艇時に沈艤虚理に堂つては,重油が機闘室や重

営初連合軍は艦艇D解撤作業を30ケ月〔2ケ年牟）以内油タンクから艦丙すみずみに流れ出し,解攪にアセヂレ・ダ

鰹完了せしめる計萱を樹てた｡各艦艇刀解撤遡間もこのンガスと酸素によるガス切断を用いるとき箪に引火#し易
線蝿って個々 に配置させた。この總括釣及び個別的計い｡殊に夏期は太陽熱のだめ艦丙は重油のカスが各厘劃
,遜は極東鯨軍司令部から常に嚴重に監督せられた｡以下に充満し,一度引火すると火の廻りが極めて早いp時に異
蕎獅困難な條件によって,個別的計喪は多少延伸したにおいては'ドックにただよう重油に引火して一面火濯
溌息あったが,汎ゆる苦心を重ね,艤牲に耐えて30につつまれることが屡々あり，常に消防班を配置し定置

′参恥奎織な期間の枠ば完全に逢行された。かなけれぱならなかった。、i
画.(驍測黄材の入手難〃へ，弾丸及び爆薬の庵理
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一 艦艇の解撤一一
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I

;1＄
めに蕾海軍鑑艇を'防波堤として利用する,ご巻を提謂賜
だ｡B隻画奮羅逐繼海防纒が上部溝遥物其他若干を撤去
した後,"秋田港外四ケ所の地方港及び憲都府の一漁港嬉

防波龍として沈設された｡第五表はその蹴況を示灸急・
液らの工事も昭和23年9月迄に全部完了した。

､造船所共大きな事數は勃發しな分ったが，鵠來ろだけ蓮
や力に行わなけ燕ばならなかっただけに;歴丙各虚劃涯
識存する欝藥庫の溝糯は全く渋死的な作業であった。
き､

卜．コンクリート，セメン,ド叉は砂利で造られたバラ

界トの崖理及び泥土，ごみ,重油の虚理

これらを逹鍛船で虚理する仕事も造船服こ鰺全をプラ
ズにならない奉佳となった。これに鱸して,工員の作
業衣も忽ち汚れ,､淌耗し，これも叉頭痛の種の一つであ
った。

I

’

！4．發生材の利用〆

〔ィ〕スクラップ

艦擬の解撤發生獄の主罐をなすものは癖屑銅であっ
て，その品級に應じて直接薮造船や修繕船に使用するも

の“級ネクラツプ)伸鐡及び座延用封に用うるもの，
'(B級ズクラツプ〕鼓い臓屑鐵規柊に切断して製鋼用唇
供するもの(C級スクラップ)があるc髄艇D解撤の場
合,夫冷の避船所の魎鴎發生材*i魚の方針や,指定せら
ｵ?た解鍔卿間によって,,ABC各級の採取される比率ば

一定しないが，大約A級7%B級23%,0級70%.と見誇

られるのが普通である:3,､

澱鍔を隙始して以來，發坐スクラップが解攪業者から

重工業生産面に再出發した量は，

昭 和 21年庭36,8”噸、、‘

昭和22年度．80.300噸、

・昭和露年度90.900"'"･

に達する。最近B,C級屑鋼の需給嫉況が錘め七逼遁し
て來だので，塗された屑鐵も早急に虚理される‘こと．と思
われる。昨年末J型艦艇わ簸禮發生材を利用して，98噸
型小型貨物船が各地避船所で20敷隻建造された。“

‘(ﾛ‘〕艦艇の＝重底利用‘。．′，

､鐙挺d二重底を活用して,‘ポンッー坪を製作する計壷
朧鐵騨の承認を得で,1礎係各方面の支持の下に職ﾛ2ユ
隼耒に鐵漉にう‘つき讃,逢國の港溌蠅設の復興鐘充腫大

し

由

!■

、

、

，“…“,‘"．、，種"繍鴎雛,錘榊蹴曝,皇､｜重工業生産面に再出發した量は， （二）流用溌材の利用一
毎

昭和2群度80.300噸、’術に努め，海運再建の徒謬に漣用さがた。小型艦艇の主ﾄム

・・昭和霊年度90.900噸，。綾披は新造船に鱒用され又修繕戦に入鐸えら説た。しか、

1
，に達する。最近B,C級屑鋼の需給嫉況が極め』て逼遁しし艦艇の撰闘は一般に經濟的な考磁聯われていないの、

て來たので,塗された屑鐵も早急に虚理される､こどと思み法らず,徒ら腱高速廻縛鱸の高い挫能輝演ねて．
．，,われる。昨年末J型艦艇D簸禮發生材を利用して，98噸、いるので商船に韓用すること艫困難である｡且犬型鑑鍵

型小型貨物船が各埴毯船所で20敷隻建造された。“ 画主機祇は高馬力で,‘難のところ‘日本にほこ淀を塔銭、

獅鐵二重摩…環ﾝ…製鋒息討豊灘雛鰯鑿鴬憲琴い嬢!”各’(ロ〕艦艇わ＝重底利用‘、

′は鐵騨の承認を得で,1溌係各方面の支持の下に職ﾛ2ユ’海防艤等に搭載きれた800~2,MIOHPヂー誉ﾙ機關は
年耒'二鐵迩にうつさ讃,逢國の港溌蠅設の復興砿充腫大手勇祇ｴﾝヂｼであるので，各造船所で整備さ‘友でい姿。
いに役立つだ。節ち大小4曜仁艦艇から’35個のポンツ ーその外鯵艤腱品,濟揃品なども夫冷の寸法に應じて創
一翼が製作された。ご詣らポンッーンは淨桟橘機重溌意工夫さ龍,'他撫縛開さ液健、‘
箪溌':氷鵬シヤラ報縛に改遥された上,造船鰄勺で 經理的睡は若干の手級きを露しているが,今や奮溌競壷

戒ﾛ､礒各魂港丙で活躍している。 職闘繼艇の阿鰐作業はすべて完了した｡明治Jｿ來軍國主．、

、購殊な例として,旧紡塗母艦天城の二重底を猪んど全義の慨的溌風潮に柔づて,不断の努力を総農して建艦．‘
麺したまま"國有鐡邇青函遥路船用繋留樺僑として函脳し綾けだが)職を契鯉じて,同じ蕾工廠や民雌鋸
、港睦で使用された。こ論は普通のポジッー評の観念唯較所銅じ人達がこれら弾諜き匁折液だ互艦を解鴎する画
塞歪大型であり裳認19細2,幅理来20,深さ4氷”〉‘は，鍵に感鰯嚥愚であうただろうと思われる。Lかしこ
重量繩73噸と報告されている。叉改装舷認鐵自野貌ら維戟虚避的な仕巻も無事完了して,今や各遥船駈ば。
謝画鵬底部鋤鋤I崎童工におい垂1,0"噸蕊ドック､に拳豹､鈍命である新造鵬の建造及び一般洲向修繕に鯉制！ ’

、 、．》‘

蝿鋪鰭恥く職丸職三錘郵総郷豚鰯鍵盤え”である｡“‘・鯉職省般船勵、
、
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思い出の溶接
線

造船現場溶接雑観
、

断綴溶接の心距

リバテイシツプに見る米國の譜盤溶接

(其の一）

技術白書と溶接
_,｣i

ｱﾒﾘｶに於ける珊舶溶接技術
史

、

／ ■一一ヱーご含一

船

’〃全厚ゼダーエーエ」
－

〆

~と
,ノ

可

｜

’’
溶

(E)
P

<五）

唾一＝

、接『．集
〆

I／

, (A)愚い出一の溶接
十一一

”一‘私が溶接を拾めた頃の話一t’‐，

！ﾛロ否･も‐･ワー

‘ ，源′、田烈‘，〃
・ウ

ー 2

ヶ

・筆責が電弧溶接をい”出したのは大正8年佐世保在フエロマシカンの必要を知り，畠れ等を種々 と混ぜ合わ
動時代の事であった｡當礒の遥船部長は藤田盆三蜑瀦大せて,蕊にF6と名づけた扉ﾗﾂダ・ｼー ﾙド系のフラ

皇q孚

割・藍.(接に少將）であづたが,,．この方は仲を畑眼の士で，●ツクスを作り出したのである。

､何事にも一見識を持って居られたのである。心媒としてば,八幡製鐵所から來る撫用鐡線と講して
電靭溶縄式大正4年三菱長崎造船廃で瑞典のチヱルベ居た線材の倉庫にあるものを片つばしから分析し汀よい､

"陰の機織と棒とを買って研究を始めたのが我國の嗜失‘’と思うものを嬢つだのであるが,1その辮噸線の”は
、毛鋤,■その拶これに識す鍼果の發表等があったけれ極あて出鱈目であるから,何十というものを扮折は見、÷

ども，多くの人@興珠を引くに至って居らなかったようないと,9適當種もの‘を選び出し得なかった。その代蟻りに’
であるも虚力潅国鑛はこれに闘心を持たれたらしく，また錘の成分のも“試験し下見る機會を得たのであ
ある時筆者に海軍の迭船技術職常に指導的立場をとって，る。この事ば後になつで心謀の海軍規諮(古いJES規’

‘來走が，今に･して電氣溶接という‘ものを誰かが研究をし総)C<0.121Si<0・05,MnQ･35～0．
雄めないと朧來瀦露技術ばこの方面で立ち遅れるかも知551S<0.0.4,P<0．04を定め得るもととなつ
れないから，壱の稜もでこの研究を是非やって見て呉れたりである。但し硫黄陰後に0．03以下と實験上から
誉懇請されたのでj電氣溶接の溺の字も知らなかった筆改められた。その頃アメリカの棒には炎素含有量を0．q

寺

，渚が,無我夢中で溶接に首を突き込んだのであわだ｡を，8以下とした規格あものと,極めて低淡素のものとが
ツしてこの事がその後消長こそあったが,筆者の一生にあったが,當時の我國軟鋼の溶接喉適したものは淡素を
大きな膨響を及ぼす事になる｡とは夢にも考えなかったの0‘10から0．12位含んだもののようであった事
芋で弱る｡今に至って過ぎ森し方を顧みると，藤田部長のが，淡素を0312:"下と鋸農で固執した理由である。‘
鐙感･明の如何に大であったか着ほとほと感服すると共 ，二ういう或分②鐘に刃6フラツクス'を被誕したものを《’

1A造"筆溝個人とじてもその恩を深謝して居るのである。使用し，厚さ6~7錘､錨磁をv型接手に溶鐵たもの
宛

‘さて罐看ばこの研究を始めるに雷り，先ずこの時より，の引張り蕊さは大凡鍵一錦蛇imm2を鶴だし，これの古
"壗軸前からのエンヂニーヤリ､ジグに表れた電粟溶接略日本灘規嬢金脇凋料抗張力試騨片蹴蝋ご依る伸はnl~
掴闘壷ら論文を片っぽしから識破した上'部長の命で写10％以上出る糠腫なPた⑳で，このﾌﾗﾂｸｽを~股用l
麓轍鱸騨鵜簔麓聯競墓匿鰯愛毒辮雪雫"
詠種蕊茨氏電,そ修翻切鰄灘を盛けたのであった。で試験する蕊葱どば墨い付きも趣か協讓鋤雌副泡張
：園聴から踊り，識,フラヅ‘クスを研究しなけれぽならっただけで浦足l蹄でいた廻志ゐる｡､考急覗為と鰄騨雛鐺愛てこ趣慎軸獅､っ濯ゐであるが,.まつさきに＃も劇稚であつ齢

駕鮮駕麓鶴麓駕譜鶏臺鬘;鑛麓獺:@℃蕊難繊蕊鱒駕
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' 蕊篭 凝 議
、粍瞳はアスベストが捲いてあり，當時はガス・シールドう質問が出たのにば唖然として’~そんな現象は昔の語り
‘系の棒の事謝らなかったので,‘いとも珍らしく感じた草で今更聞くとはおかしな話だと答えざ”得承が壱

，‘のだあった。た。いくら維駿後の技術低下がひど峰と･は云え,大正噂
大正9年には英函で,世界最寂'の全溶接船どして,3溶接初期の状態にまでもどって仕舞ったらしいゐI錆溌｜,
70噸許りの小汽砿フラガー號ガ穏鍵さ注たdこの船にい。それでも最近再び聞く崖によれば，壁うやら橇ほグ’’

“はケー・シー．アーク溶接鐸が使用されたとのことであロー・氷一ルの出來ないものに戻ったらしいので安職ま
る｡この年三菱長崎造船所ではﾁｴﾙべﾙﾋの溶接樺で．‘したが,こういう事の起るのは結局現鶴幹部の難足

》
史

4，20噸Dフ土リー・ポート諏訪丸が造られた。この艦らない虚に起因するのではないかと思う。．．．，
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I ・ 愉快な事である。．－．
薄接の初期時代,長崎の三村哲夫氏から軍艦刀ワイド

|←庭で交瀧霧接機は綴輪を2噸嬉識;電端の調整※・ﾗｲ…溌陵鍾織があつ”れど智,疲鍔彊庭等

! "蕊繍蕊
｛のi中に這入り込むようになっているのがあった｡日:本でである術う,大なる進展を見験かつたのである｡かくて海、
も最近露元祗が掻自唾場から鰯いうものを研究して軍は逢に溶接に對し創始的堂場をかち得たのであって，

参::いる｡この方式だと總賊が小型と液b,据えるに場"を藤田造船少將の先見は明らかに宵を結んだのである。
|・とられずに涛むし，電流調整をノツチで加減せず線輪のしかし吾々の行創うた溶鍔ま結局,鋲購造の鋲の代わり

診動を適宜にさせ息ので，極めて平滑に調整出來る腱徴に騨溶職置き換えたものに過ぎなく,溶接自鶴か本
、があるようである｡従ってよい仕事を底んとうに仕厳と質を活かした構造とはなっていな力”たのである｡再建
‘するならば，こういった型の機俄に漸爽取り換う･べきで日本の溶接界を臆う若い入達の太なる研究と努力とによbあると思う。

I
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藤田造船少將の先見は明らかに衝を結んだのである。
しかし吾々 の行ざうた溶接法結局,鋲購造の鋲の代わり

に勢こ溶職置き換えたものに過ぎなく,溶接自媛か本
質を活かした構造とはなっていな力”たのである。再建
日本の溶捺界を臆う若い入達の太なる研究と努力とによ
って,溶接を廣範函に用うる新らしい溶倭構造が坐み出

ﾛ

‐涛接工事中電流調整を‘こまめにやらなくてはいげない
ザ

些敦え込んで'も，震際には中々行われて居らない｡特に
船鵠､雛では,普通溶接鯉が遠方にあるの定筒さらこ
’@蕊行は望み得ない｡そこで電流調整低遠隔管制でやる
蕪きだと随分ﾛにしていたが,逢樗日本では現われなか
つ槌bしかるにアメリカの新らしい雑誌の廣告に陰,…こ
淑減出てい・る。日本の工業水準の低い篤に何でもかでも
穣義ど瀬る=つめ縦ある。．

され'昔日本の溶接が世界の水準を越した如く，再び新
一回

り

らしき世界の水準を凌鵺する時期の速力に來らん事を念一お

願して‘止まない。 、
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遥船熔接工事は一方に於ては溶接本來の高級な理論を

守らねばならず，他方に於ては納期や内業や取付等の設
繍,能力に基すぐ工程に左右され,‘電力事晴や主副費材

、

の材質や入手状態に迄影響されて仲々 簡軍'二は行かぬ脈

かあり。これを克服して如何に正しく工作を進めてゆく

かに現場技術者の重大承使命がある｡從って各造船所の．
現場は夫々 の特色を以て運誉されているので一職に何う.，
とは云い難いが，折にふれての雑感をのべて現場の氣持｜
を 御傳 え出 來たらと思う。へ

41波個について’

手溶撰を主として行う現段階に於ては,,鋲のように手
輕な検査法のない爲に，溶接工の技価の綴劣臓溶接の成

否に雪して絶禮的のものである｡勿論この技価と云う中
には良心の問題も大きく含まれている。.この技価は叉涛
の撰露・電流電睡の調整・電孤のつめ方から蓮棒法等す
べてに關速し，仕上の軽度，水密性の可否は素より能率
にも倍以上の影響を來すもので腱に裏はつりを行った場
合痛切に感誕る所でぁ.る。，
その爲按価わ糠遇式非常に重蕊覗され海軍や鐵道に於

技楠･試験規則比較表、

ては殊に嚴重であった｡民間でも三菱陣於ては註丙蕊路．｜を作り技術育成の賛として來た｡現在に於てもABg日
本海事協會･鐵道･製鍵等夫々に剛の規狢錨埼夫々識§

｜威を以て斯界のI可-上に當っているのは頗る有難い違蕊・
除あるが,有効期間の闘係等もあり,毎年粕営量の受験／

､を繰返すことは時間からも費用からも國家的lご見て租富.

｜
なロズとも思われるので何とかこ粒を鑓して三つ濁溌
鰯で代右する方向に進みたいものと思う。参考迩爲鐇矛、
の各種規掻を示せば大約別表の通りである｡荷ロイドル
ールでは溶接棒迄對ずる規定は罐重である力骸砺腫闘背．
る規定はない｡これは遥溌衝の技術に對する良心を高く
許債しての事であろう'から，かかる際にほ筒→暦の注意一
が肝要であろう｡‘

2開先につい‘て
泌診単彩〆ﾂｰ、画禾》琴眉目と迄r穴富ズミルー差去弐ユー、尋，＝→“_一‐．

～ルでは溶接棒迄對ずる規定は罐重である力骸砺腫闘育
る規定はない｡これは遥溌衝の技術に對する良心を高く
許債しての事であろう'から，かかる際にほ筒→暦の注意
が肝要であろう｡‘

2開先につい‘て、

溶接の良否は開先の良否に左右されゑと云っても過言
ではあるま0､｡開先の角度が鍵つたり底部間隙が不定で
あったり,面の凹凸力種しく･ではあの晴い遮光硝子魁通
して溶接して行く際丁嘩信夜に悪い山道をヘッドライト

、

｡I

､

、なしで自動車を飛ばすようなものでうまく行かぬの睦営
然の事である。患の開先を作るのにシカル引の優秀涯事

-_は論を侯たないが何れの造船坊でも全部と云う鐸には行
かず,'相営鍾瓦痢切断を用いねばならぬが，面の仕上か

_,

ら云っても速産からも酸素の滞費量から云っても出粂息
丈自動切断器を用いたいものである。現場等で餘儀なく、
手切断を震ず穐時も定掛戸一ラー等の捗用に特に売分
な研究を蕊する駈である。、

但し職切断の際には狭い板叉は切断後ｱﾗﾝヂする "I
もの萩ど熱による湾曲が出る事を心得てせねば燕らぬ°
又開発面不正の際の露置は監督者の深選の注意を雲す

る所である6

．3溶接糖について

.」

溶接棒の心綴，.､被覆刻の問題については幾多の寅験や
1論議が重ねら汝外來鯵知識と相俟って=應結構な餓力、I
出來っつあるゐでか､これには濁れぬ事とし棒の取錘につ
j､て述べて見たい｡棒の包装は25kg一箱では取撰こぐ
く5kg位の包み叉は束を便利と思う。そのｵ箱の乾擬、、
度や防雛置等特に注職挑って遭い度く貯戯庫伽論
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8 隅肉溶接の問題．′

隅肉脚長健最近迄被厚と同一にとるのが建前である淀
が,種鍾演の提唱によぢ張鴎誹算に刺戟され,街A･油
ロイドの織入により非常な蘂化を來した;今雨毒画脚長
を換算しておいて見ると次のようである。”

日常の小出棚嬉も電熱等の乾燥装置をして，何時も握っ

て見て暖ぃ棒で作業し度いものであ｡る。棒の支給唾つい

ては各駈共工夫をこらして棒の無駄を防ぐよ鵜力し，
捧刀残片と弓鯉に新しし篭を渡しだり,残片の長さを測
ったり,傳票を書かせたり,しているが仲をうまく行かず，

結局は溶接塞の良心と現場の指導に侯つ外臆ない｡興こ

の熱ま棒の稼査嘆意を用いて途中から輝瑚堯けたり又
煽心の爲腫片吹きI｣て途中で遥棄せねばならぬよずなも
む,を與えないようすべきであ･る° ノ

ゞ4假付に.つい‘て，．。：．

假付くらい誰にでもとか，暇付だから何うでも災いと

‘馬鹿に豊され勝であるが,‘倣階はこの假付から發生し易

,く，輕覗出來いものがある‘その篤ABでも膳に假付工
の溌洛を定め，叉リバテイー等の建造に當っても特にそ

の苛法迄制定している。今その一例をあげ誼ば次の如く
である。′

．‐－‐假付は太付と同質
I種厚'假確さ‘|崎心巨｜､…潅下拝肪…

*

●

1

脚
長
耗

ﾄﾘ

1
1

W

．、24'6.81012r416｡182022．，

‐，"｡板一厚

･街こ説腫基歩いて断耀湊湊の心距に｡いても著し噸
念の愛化が要求さね溶接長75唾心距'00等の出現を見て

いる｡'更にﾛ:ｲw嶢庭で嘩断綾溶接が許され;,畷騨‘
規定されて棒一本の落接長でよく（但し300粍以下）心
距も21叉は1.51であるから細かい心距を規定さf7ている
所ではこの方が断然有利なくようになっている。喉厚がき
まれば棒藤により一本で溶接出来る長さは決って来るの
で;‘その長さを罫出した所に丁旋=本で脚長が平均庭職
まるよう溶接出乗るかどうか,′損れる迄陰問題であろう
が，正確に近い喉厚脚長を維持する爲にも仲冷面白U､方・
』法 と思 われ る。 ‘

”己の脚長又は喉厚を維持する爲の計測具は種〃作られ

ているが何れも隅肉丁型の雨母材が直角で塾る事を前塞
と･して作らわたるので現場でそのままの精度を保つ事職、
出來ない。差越線よ’り逆に計測背る等､原始的方法で蔵

く芽輕な器具の出現を蔑むや切である。/

7'残留.應力と歪鍵形・、

溶接艤澄に生じた残留應ガは海峡に敷設された磯雷原

'

澪Iの小經棒で行い。
l、

,|弓”王｜ユル|“Ⅲ呵豊董懸穀鯛
ls/,ﾉ味浦|Ⅲ帆…|8"|I瀧瀧・“ず笹

ツリ寂る事になつ‐~‐一ニーロー‐‐‐鷺壹･一=－~‐＝ツリjlXO弓誰.Y､．-ﾉ‘】､孝

でい,るが仲々 に行ゎ液ずBackchipして深くまで堀
らねば鋲らぬ所な巴､ん癒駈が多い｡‘’‘‘
StrOngBac睦等取付用治具の催溶接も彊からす弱力、

1．

らず(締付属の模等打ち込んでも取れず反對側から打て
ば容易にと椀る程産)取ったとぎ母獄に傷けぬよう理想
酌&こやb函.､ものである。.StrOngBackの大きさは本

罵観0丹號に二三蕊例示しあるが，何うせスクラップから

扉るものとしても研究して見れば面白い綣果が出よう6．

5溶接順‘序
．0

熔接順序は残留應力歪等からも最大の問題である爲論

６

1

､

I

識研究が識され岡面にも溶濁順序を記入して承認を得るのような物である｡我々 は正しい理論の情報網でその所’

ようになっていて論議の餘地ば燕いよう”るが,‘現場荘を知り正確な工作注の航法で此の危嶮を避けて船を進
に噛っては借溌多の問題ばある。則ちバットを先にシーめねばならない。更に某造蹄斤で實鹸中と云うLoW

ムを後に及OneEndFreeの原則に從って魔理して行TemPerat"StreSSRelieVmg等の掃海により，この

．くのであるが，これは工程上守り切れるものではなく，’危険を除去出来れば完全である｡大いなる期織以てそその限界鮎を何れ'こ求めるか,板毒を何虚に伸ばして置の成果を待っている。

くか,｡現場開先を如揃にとるか等臓重要な問題であり,收縮鍵形は溶接の宿命魂鳥j姉にこれを逃がし,
卿進的に安全な範園内で高能率錘雄を見出すべきで，、残留應力との歩みよりに於て如何にこれを抑制して行く
f､醇悸誉溌嶢臓常に注目を怠らず職して行かか蝉現場隣ける非常に大誉職題である｡その敵を卸

’
ねばならぬ厨である。る篤古來幾多の資蹴､行われ鐙重萩Data'"

L

ざ

發表され

’ て來たが，この收縮愚に影饗する要
』

素があま:り腫多い爲 殿

未だに正確な物は出し得ない欣泥である6そのノ 要素の灘局
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一造船と熔接晋．＝
I ‘

1
･9一ゆG

。、

例をあげて見るとは困難である。（長さ400粍径4～5粍1本約1分20
板厚.繩‘･捧痙･暦数･露座電流･氣畷･運棒法･溶誌度)そこで能率震進の自熱次ゐ黙に要約され〃ろ。
接順序侭材の矢きざ.周遥固定状況等である｡これ等い溶津刀剥離性の良好な棒の撰澤:溶接工・費錨
を一を貧験し叉は寳船の例より鯉祈する事は，非常に困間の中カンカンに霊す時間は仲々馬鹿にな'らない｡勿論
難であり，又これが出來たとしても蓮用するのは不可能スラッグを捲き込む“な蓮棒をすれば論外で，そこに
腫近小と思われるので出來るだけ近い値の簡便なChart技価O差が能率の差となって表れるのだが。，

〃鑑って,こ趣きより罫書し,余は耳延し現場合せによ（ﾛ)溶澤の少い棒:蓮棒が'口に誼われIる事少く操昨
・・り罷型を正確に保つのが最も賢明な策と思う。 出來る爲一層で多量の肉が盛れる。ガスシールド棒p長

又この:Chartにより逆歪の活用は瞬型維持の上から所の一つは此庭にある。I
最も經濟的で正確に近いものが得られると思う。（ハ）溶け込みのよb燕で這當な開先を撰ぶ事：層數を

8溶接と取付．’・・少く，溶着金鴎を少くして所期の溶接が得られるよう腱’●

“や製鋼蝿上に(,バタと組立てて,繩を鯵；灘鮮阜鋤ﾌ尋ｼ乳ｽの成分，直瀧謹鍾伽穣討
歸轆鰯に巽鱒駕蕊鐵墓,㈲式癖華箸……鍬識臓式又．’国．

って行くのが造船界の常識であった｡駈が溶接の匿範園傾斜式溶接法,’二手捧殿子棒の使用等ﾕﾆ我身ルル
“‘”脳・卿蒸壁鼬て薬潅｡地上繩･伽二､欝騨麓撫繊譲雛熟、

より叉溶接順序の制約により組立取付順序もｴ程も定め”(赤)手待ち時間の節約:造船壁能力のバﾗﾝｽの問題

継欝鱗驚蹴鰯職鰹遊蕩:薫鰯鰯雲麓鏡鯛撫I

かくして先ず'WelderPlater<溶接組立工)が生‘じ,今相奮に節約出來ると思,う。その爲には場合庭より異るが
j。や敢付工全部がWelderPlaterであるべき時閃"|漫韮鴎嘉よりﾎﾙダーに到る迄人に比し1,5～2浩の施譲

、って來だように思われる｡その組鞭序も~例として隔がほしい｡一例をあげれば,溶接土50入なれば75壷~血0
1．壁をあげれば板の粗罫出板繼溶廣の後防澆撒の罫雷･坂’蕊．1500KVA～200KVAを望み度い。筒取付全般を組i上

：《灘鴬鱸辮繍蕊懲駕i悪ｮ曹謡澱亨噌…………℃》．

蔓｡霧懲董鰯鰯撫懸墓駕鑑驍鑪瀞麓駕瀦麓選管震｜

蕊鑑蕊蕊驚零蕊麓繊鴬雪瀧鰯繍鱗鱸鑿薑溌確lq

l
あづたが,現下の情勢では溶撲の良香,換言すねば,溶算定の根擦ば蹴らないが,綱に比:し相営の立遅れにあ
接準鯖,溶掛順序,溶接作業侈の仕末の良否ば船の成否‘事ほ事賀である｡何故に璽年の戦零中にこの「+｡.と

I？■謹鍵蕊灘職?撫霊篝撫蒙鑿繊総嚇謹霜…．
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あつｵこが'現下の情勢でば溶撲の良香,換言すれば,溶算定に
接準備’溶掛順序，溶接作業修の仕末の良否ば船の成否る事贈

髻懲壼鱸駕燕鰯?蕊蕊篝舞
《接訓雛溶接工の成付的訓繍が一致して始めて今顔僅（ｨ）

1
H

1

鐡砿石と石溌の成分に迄遡る賛L
國力と資源の差｡

源の差とあの大消耗戦を行い乍ら筒且徹底的な研究と思
い切った改良で,大規模液分業が困難なく出純國力乃
大き､な差である。

ヶ.、

（ロ）規成事衡に頼らなかった事・造囎と1,T字辮）蝶

I

jt，

幽型･造船として完威しだ
（3煩へつづ心
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松村，'安,､雄
も｡

隅菌のタツ.ク溶鍵式長さ3吋とする。．
！，

隅肉の脚長W懲坂厚の80％を漂準とする。

下表の数字怯隅肉p心距を吋にて示し抜厚0.32
〆･、

吋=8m/mの場合涯當b:,之より厚いとぎはや
や心距大となるが大差萩く精を1吋に過ぎない。

且つ12吋より大寶くなることばない｡'詳剥は原文
を見られたい｡

名

E･13r--可ヨド－
ノ

（1）

（2）

<､3,〕

陸-≦一s一→j}

並列熔接
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Ｖ
９
４
■
■
０
１
９
６
Ⅱ
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‐
■
■

畠喜

細 別｜心！
識室の丙底板に對し註o参照’5

謨目’
’

|心距別｜細
尹

項目
一『

船首の内底板に對し〃〃|‘皿．＊|冠亨話黙蒜綻溌合球ぴ|叫
琶一剣‘蕊孟灘F謬嗜栂篁つく場合･'狸

尋

． ＊

隔壁系テ
イブナー 〃〃‘’'2一般の水密隔壁

’'2〃〃

－

非水密の隔壁

’
’鋭遂燕難礎筌陸耀蕊 5・

二
照

タ
グ
参

ン
一
Ｂ

セ
ガ
註

』

"

ｴﾝジﾝ以外の部分の内底阪叉臓平'6置板に對し‐．‐ 藻言蔬祁。

|‘外板及びタンク内隔壁，､甲板に對じ上の寅鰡ウ
ェブ，翫吋
未満の組立
ウエブ，ス

トリンガー
及ガーター I&他の所の隔壁，甲板に對し

(3領へつつ･く）〃
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一遙船と溶接一

､垂一

リパテイシツラに見る
．．‘'｜；ウ

( D)米國の船鑑溶接〔其のz-),
’’

9
－Q

橋 本・啓介雪
・ノ．』ー

その頃，既謂米國に於はる船鎧溶接の初期に於ては，1 2緒言．．、

、戦時，米國で多量生産･された全溌撰の貨翰鵬,所謂リ，大小各種の溶接ーデの建遥位のものであったが，そ四・＝，
パﾃｲｼﾂプの船匿溶接迄闇しては,功罪雨函二渉って賞時に建造された最大の全溶鍵船にP｡ughl¥eeijiSe".

。……‘､……織一墓灘慧蕊篭撚耀鰯橇蕊1つの大きな足跡を残し,､船舶の建造法に壹期的な鍵革を
もたらしたことば事貰であろう。『､かつた船看,その設計零や建造者にとっても鋤て雛｜
更に興味あることは,これと殆ど時を同じくして,同:減ちたものゐよ､うであった｡次で全涛饒の小型油槽諾､

｝じ大戦中に,我國に於ても扁様な雑ｹ回ツク建造法がWhiteFla宰等瀧鐙さ荘たが,これ奪の建造資績罎
行われたことである｡船禮の慰妾は,我國に於ても協揮依り，この船の建造者であるjSun鼬城迩iag~c･

、

を中心として早くから賞施されてし､たのであるが2.この:､も,､船主側のAtranticRefmingCoも,霊に大型の
大戦中には急速多量建遥の必要にせまられて,粗製副造タンカ一J.W.VanDyke(主要寸遂521/×70'×40鞠瞳
の誹りを浴びつつも,本悠的な多量生産方式に依る癖噸數''’650噸jの溶接建造に對する確信溌得,そし先そ。
ブロック建造法が採用されたのである｡その一つの代表一の鍵に”したのである6‐ lo
的な例は既に最近の本誌上に堀元美氏によってその詳細～‐このVanDykeの建造が,来國に於ける船禮錐の

歴史に印した大いなる意義は,始吹大型の所謂OCea理､。が紹介されている。，I匂

筆者は此度,､我圃のそれと全く同じ動機から,同じアGpingShipに全溶接建造法を適用しだと云うこ‘との外

、蕊熟鴬蝋鯉難驚雛墓鑿篭熟震蕊蹴鴛欝墓黙‘’i
を紹介:す扇るこ,とにし泡長所は長所と．して,峡黙は鉄鶏に於て全溶接大型ﾀﾝｶ帝が塗篭されて来たのである．

。として，とにかく我冷造瀦竣術者腱大きな示唆を與える．が，その施工準の根本をなす,断謂溌撰ブロック組立に.j
‘であろうごとを信じた分､らである。、．よる建造識はこの砿翠D誰eの建造に於て確迂されたと

去って蝿訂趣も”溶凄ﾛｯｸ建造の篇に裂綴、
された各般鯵設備は，その後盆冷或善され蕊馳化さ浪て2，米國に触ける船醗溶接の沿革、

,I今から認年鯲'9'7年,丁度前鯵大戦の最中,米國今日の航!､Sun造脇の施設が生れ輝のであ愚。
のE"e"mcyir'eetc"oratiQnからその委員會に對どの間ｳ‘米國の海事協曾では，船魑溶接に對して極め
し'溶嬢磯建造に關ず鋪究の指令があり，その結果，て進歩的恋理解を以て思い切った擾助を與えて来た篇，， ハ｜，

今委員會でほ,Fede"l造船既に責物大の模型を準備し鋲構造の船舶葱建造していた既設の多くの避船所も,寵

‘鱸懸鶏巽繍史鑑護憲灘鑿慕震鴬護鰯駕塞議鱸鰯雲､‘
蝋難難憲鰯震鰯辮鷲野賓零撫鯨鰯懸皇嘉農篤腫,識、，‐
：こ②癒験はその後いよ軌道に乗り溶接船建造の確信も出‘に造弼駈新設の必要に直面する腱及びこの要求に應ずる
來定，休職になる二週間ばかり前10,90噸の全溶接船建雪想的な造船施設をめぐって全溶接船の問題力穂狩大き

〆

造､許可が下りたのであったが,休戦と共にこの計懲よく鼻占壼ズｱﾂプされて來だ。1939雫，海事協會から
駁止めとなって峰つだのである‘若しこの時,この評に裡紹の建造契約を受けだIngalls造船断が先ず第－
霞が愈施きれていたならばh溌鐙溶謝ま大きな進歩を見腱Pascagoulaれ全織船建造の爲に新しく造船飯を
淀亨翰ろう鞍思われるQ，． ‘、､開設し淀が，封zを皮切りに緬麦と全溶接船蓮造の造溌
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所が誇譲さ液だのであ･ろ。そしてあの1942年度に於ける

遥溌認壹の8叩農噸1943年度に於ける1800萬噸と云う
諺蕊的な鱈豊遊見事に遂行してのけたのである｡この中

才

に鰺，こ液から述べんとするリバテイシツ．プのまきが含1■A 『L

まれていたのは勿論である。
P■

當時,遥騒協會の例會でDavidArnott氏が指摘し

喜瀧蕊灘薑鷲獣繊驍蕊
で,若しこの高諺巍断接の澱を用いなかった芯ら

グ．

蔭,,どの謙鐡約な多量蓮鑑腫到底成麓し籍なかったであ
いB

ろうb･‘．‘．

1
学

L

叩

1
K

あるが，餓識施工法の詳細に闘しては織自働溌の
適用範園如何に依っても可成りの相違があったわけであ
る。がともかく，全両讃勺に溌凄施工法を採用したこの船
の嫁凄の延長は，平均賀に272,000眼に達し，その爲に
必要な澆接棒約135,000封度’同じくアセチレン瓦斯
3io･,000立方限と穂せられ，富時誠に驚異的な璽であっ
たのである。

〃〆
令

4，リバテイシツプ建造工程の一例

”

民

リバテイシツプは前述したように急速多量生産を唯一
の信標として建造された船だけあって,その建遥期間は
從來に比し著しく露扇されている｡即ち鵬豊嵯展でｷー、3，リ'¥テイシツブに就て

"1･.

所謂Liber'ySh"と云う通灘で知られていごこの
米國貨物船ばうﾗﾂｼﾕデﾂｷベッセル途,その要目健,‘

垂線間長…･…･……．,｡…"418ノー0"・；

輻.3….写….…..;…....…..…5:7ﾉー0ル‘．

深、さる….．……．.………3,Oi-0〃、．‘
， ｡

，、夏欺吃永……………………，2'7ノー8，〃‘‘

。‘、載貨重量.....｡.』.…..:…､.…・ざ.;.‘’0,7-0.0噸
フ跨一ミングばトランスバ皇-ｽ式で,甲板2暦,主横隔
壁7，カーゴハツチ5.,主溌は往復蒸氣磯關で罐は重油
專澆水管式2基である。’

この鉛の基本舗謹濫米画海事協寓に於て作製され,そ。
‐f

の詳諏画は伺協倉の代理として,Gjbbs&COxj辻が製
作に富つた。’郡プシツプと‘しては，當時既に米國Q=
つの造船駈に今討60隻ばかり;謡文中であった英貨物船，
NbrthSand型を探り，この諾の設計に富つた同じ技術

義達がこのタイプシツプの圖面に最少限の數訂を加えた
程度でこれを流用したのである。と云うの娃當時,事態
“た琴も緊急を告げ'急速なる獄潤準備を必要とした
篤,利用出来る岡面は極力こｵ?を流用して，所要鋼材の
隼産並曄雀踏燃駈への鐵料配分を迅速ならしめたのであ
鳶｡但しどの英貨物船は営時銃に起工を了していたので
あるがリバデイシツプと異りクローズ･ﾄ､シェルターデッ

キであり，吃水嫁やや浅く，石炎專僥のえ。‘ツチポィラ
ーを装傭するものであった3

，このリバテイシツプの蕊蕊には,米國に於ける新しい
鐘潴の施工塗，即ブロック組立による多蚤生壷栽を取
入3fzる爲に,肋骨を外板の結合以外は總での主重部分腫
織謂雛を採用じて設計された6－部の造船減は最初
設計された鋤の施工要領を墨守していたが,大部分の
造船所では更に生産筒騨を同上させる馬じばしば改訂を
､行つ℃いる。この改訂は各造j湖fのクレーンの能力，工
場範設，電力並びに熟練工の如何に畷じて行われたので

夙
虹
密

鰯鴇麓鴛蹴蝋學後瀧職約
今｢･正egGn造船所に於ける例をとってその謹遥垂程

駕窯職？潟二穰駕懸辮qj”

ここで1，2．，．…等は當日の搭載物件並に大鴎⑳搭載順
序を示す。｡…’；‘．

'』－
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(1）第1日．、

（1）7ﾗ'ツトキール

（2）“U外極
（.3）豆列外板．！

(4.)'0列剣抜
．（5）･船尾部ブロック

9

船臺に於ける組立は先ずｷーﾙのパｯﾄの溌渉､ら焼
始さわる｡船禮中央部のｷー ﾙから始

霊蕊に延びて行き”キールが完成す為と次
列の順序と外板が取付けられ溶接さ燕

する。次でスクーンフ･レーム･’フレーミング，詮キ.亥‘卜
タンネルフラツト等を含む磯尾部プロツクカ嘘付けらだ
る。4

（2）第2日,第3日，

距蒸薑ｼ，
〔3）湾詑フトタンネル
（4）ボイラー

（5）船側ﾀ賊｜|｜
、（6）中心縦臓遥

(7)推力軸蕊塞
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H（需9）デイープグンク中心隔壁
（9‘)，前部デイープダ‘ンクフレーミング
識篭職患で総つたご重底プロ’

灘識底ﾀ版の上に総さ細次で完至
戦され'主捜④据封工事が關纈
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一 造船と蕊接一

演壁，前部の主溌壁，シヤフトタンネル，中心縦壁等が‘（4）主横隔壁、．
．、（5）ハツチコーミング取付けられる。前部の二重底が完成すると，デイープタ
下甲板完成し，錯首部下甲叛以上のﾀ甑も完成す為｡‐ンクのう.レーム，中心隔壁が取付けられる。
主演壁,廷ポイラーケー糞ング等，甲板間の多くゐ隔壁が唇（3）第4日，
。取付けられる:。そして3番ハッチの部分より’･上甲板ハー（ 1 ） 中 心縦隔壁、
ツチ構造の取付が行われるO1（ 2）主歳隔壁，、、‘

、

（8）篭9日（3）ブオアフート．，
（1）~上甲板ハツチガーダー構造（4）デイープタンクフラット．！
（2）上甲板（5）船側外板

（‘〕下甲板鳩擬尭郵こ懇いて,土甲師最勧のズﾛ,〃糠隔壁,縦隔壁の取付が引續き行われ,外板及フレー
ムの一部と共に組立てられた船首材が搭載される｡前部が搭載される｡筒この日から全力を學げて内部の工轆
のデイープタ‘ンクフラツトの半分が坂付けられ,同時に進捗せしめる｡・、

％

外擾の搭載が葱けられる。ここで下甲坂の最初のプロツ（9）第1p日'第11日ご。
．（1）外板．，‘クが搭載される。
．（2）,上甲板‘．．（4〕第5日，，
（3）膿燈中央部デツキハウズ周壁。‘（1）下甲板、
（4）.篠部下甲板間隔壁．‘

（2）タif･$
外板完成｡後榔の一ケロックを除き上甲板の取付巽了。〔3）デイープグンクアラシ･ト

船濯中央部デツキハウス、搭載が開鱸される。
（4）主涜隔壁．

（5）下甲板までの船尾部フレーム－,(10)"'2日より第14眉迄I,(1)_E甲板.(;2)ポートデッキ，
碑〕機械室フラット

（3）マストウ､ウス （4）ブ『ルワーク霞ﾚー ﾉ財
．'､下甲種の取付作業が進捗しつつある間惇,下甲板まで
の糠隔壁が完成する｡筒ここで,.輔潅類勾据付並に諸曹、上甲板完成｡中央部デツキハヴス内部瞬塗の取付譲襄
エ事が綴けられると共に,機械室のフラットが駁付けらが行わ瀧ポートデツキが完成する。そしてポー､トデッギ
晦島。．上のデッキハウスが亭唇を一ブロックとして搭載の埠錨；

がなされ，マズトハ'ｳﾈその他のデッキ上割総造物が夫
イ（ 5 ）第6日。．‘

をブロックとして搭載される気
（1）下甲板、．

（11）,第15日より第19日迄

（2）中心縦隔壁（1）ボートデツキ上のデッキハウス
，〈3:〕タ版．（3）鰯突．
この貝の大部分は:前部の下甲板及び穣部の中心縦壁、（2）力壼ゴマスト

（4）篠部デツキハウス（5）舵及推進器・
韻撫渥葡蠅の大きな前部外板の取付に菱される。

。（6）前部砲蕊
fGう．蕊7日、，

地上に於て完成した後部デヅキハウスが搭載される
(r)蒋抜,､"1､~~､~"､､~."=~-Jr~E.._･.'_""Y｡HabA'､~-,,¥､

と，領いてポートデツキ上のデッキハ‘ウスのブロックが
(2)外阪‘‘地上組立を完了して鋤謹?,，濯凄される｡マスト，煙。.（3）清水潔ンク‘‘ゞ

突，前瀞砲塗等と同時に船推進器が装術される。

撚慧蕊蝋繍鰊熱邉蕊蝋撫;志職騨辮
けられ,フォア曹一グ画プ'レーミノングが船首部を形成しる。

（12)蕊20日より第27日迄始める。‐

〔7）第8日岫‘船ほここで艤装潔壁に於て總ての艤鍵を完成する。
い)下甲板：！‘．，副曳航装置，救命装置,室内艤装その他凡百の齊鯆品，
､(2)唄賊・糠磯類の装備並に試瞼等。かくて塗装の仕上げか完了す
（3フポイラー扮毒シングる選船は試運卿こ出航する。(1斗下次溌）

、 、 Q

－三一鼬一一一

『

０

IE

ヘ

4

ダ

’1
06

『

I
、

■

一

1

｜
■

叶

』

｡

／

可､

｡

#ぬ

|『■、

や

１

ケ

ト
▲

A

袖

二
l 『 ０

『､聖 丘圭－ﾏｰ"一一■ぬ-- －一二－



弓岸毫＝‐一一一一一一二…画･'‐.一‐、甦訶や宅乞一一一ア・トー壷劃一理
君 b

h
D

巳

一 一
‐

宇 旬 ■

一~~‐…＝=一言一 一一I

＝平口

旬■一

１
Ｊ

、

〃
、

1

11
ｰ ●

－船の科學一
再､
､

q

’I
■
Ｌ
Ⅷ
Ｆ
Ｄ
●
断
Ｐ
院
ひ
げ
■
■
‐
０
■
，
■
閃
、
守
，
Ｉ
幸
目
印
印
■
Ｔ
脈
日
ご
眠
房
化
』
口
守
β
■
■
Ｄ
ｂ
Ｂ
傘
．
風
炉
、
小
．

′

FIG.1"LIBERTYSHIP'".の建造工程
4

－

、ロ

一

－

'(1)".1日 (11)第2.乃 ､

！
Ｒ
■
１
１
ｊ
９
０
ｄ
ｑ
Ｇ
Ｉ
凸
８
１

i ｛

／
ノ

’’
）(III)"4日

回

(Tv)*5
）

■

〈
､

唖
０

、

$｜

､’

P

(VI)
？

卜

し
．
〃

’
－

(VIII)第

I
I

〆

(X)第

＃

『

、

ー －－－－

(XII)"20一策27日

一 一

〆 ー－－－－－－._‐

■

１
１

ノ

」

(ORECONSHTP-BUJLDING~@5J、

b

－32‘今一一 t
1

､
6

サ〃

1
と=_→？

e
q

●

●
▲

圭一.畠と---‐…一里腫＝竺塞丸埜‘し、-.-.-4.酉｡.‘圭一‘‐｡“qー-－－

守f

al昌一一一一昌』＝.-＝bｰ---尭弾△こぶ生



ー

三一ー＝．-、ー－丁丁‐Q弓一＝一
氏

壱マ－ ーL

ケ

い、

一

ー

=響〆
4

一造船と藩接一

鄭溌に着手していない。既に鋤砿方面から守鑛鐙操や■P律一曲4■'■1.-画■－1■･･画一｡'■'■＝‘■■'■Ⅱ■＝再デー一
堂ﾕ‘.‐一一圭一ヂ.｡‘ロー噌口手･圭一舎争一

藩接之廣くするためには早急に鋼獄呵笙能彰確認畷溌一
<E) 技 術 白 書と溶溌．=，をたてることが必要であると弱く叫.護汝始めた｡

＄

‐‘2溶接棒．／，
大谷一$碧 一癖接棒が遅れているのば心線D噸が根だ施嘩

．ー…_……--...-.-.‘…--.--’…-----‘･･･-‘･‘･---..-----‘……一･一弓､-‘･-‘…-..:~~…． る｡蕊接棒濫鋲とちがって10味の中1本でも不良録がお．

,蕊織騨織皇 ．_写呂

鰄蹴‘獺麓慧蝋綴蕊撫灘灘蕊鱗撫繍蕊
達していない技術の一つであって,鼓蒔中アメリカ轆讓ではない｡頼みとする八曄製鐵所､'蝿が甚濯不罐簿
術が驚異的Iこ進歩したため約設年に相富するギｬｯブ…‐”…聯…｡造紳縛,二…側駕蕩響鷲灘慧蕊駕麓
一いる蝶であるからj熔接按術が低いため甚しい不轤的存在で,溶按棒のためになる灘動いてく強憩い桃一
を受けつつあるこ､とは,白書によるまでもなく雛に常識、甚だ困った野である｡､更庭被識割自動塗布機が罪榊墓鎧鞄

と癒っている事痩である。‐‐っている｡我國の工作擬械の水準を卑叩ま，ア異り：
我函の溶接技術がｱ〆リカに比して遅れてv､るのは間力式唾離能のものIま齋現不可能らしｬ●．i心湿さﾈ,日泰左〃

運いないが，果して白書の言う如く30年の開きが存在麓格通りのものが入手でき,糒度のよい塗布機があ誰瞬。
’す齢､どうかは疑問であるとする麓か高い鐸だ｡私もあ立荻な溶接棒を作る賛力ば具えてぃ層。

L

｜‐らゆる黙で30竿も遅れているとば思わない｡しかし基〃小數の例外を除いて落接権會趾が噸も小費誰である
礎研究のある面では優劣が餘も目立だなIにしても，資ため,工場設煽画敵書を行い得ぬこと§大きな薦壽筋・

､‘用の面嬉於てば問題にならない程立騨でｾいる熟が多いる｡霧この際勘､罰つf整理統合の虚鋤泌藥で識貰う‘･
のであって,最もレベルの低い方面で比較蛍ねば,､”隼〉更噌鋼赫の材質が悪いことが藩撲嘩腫とって犬畠な負、
という數字はあながち誇張で{抄るま＃､ざそれよ“從漁となっている｡現在では軍に機繊的性質を良好なら心

蓋態鶴:撫鱗蔑簔鑑霞襲墓繊蕊締鰯鰯謹惚灘
を見掛し，素直にこの數字を篭入淑,將來の發展を期し上ぜじめよう､とするごとにあ鳥･アメリカで行お淀てr、
て綿誰すべきではあるまいか。る鶴こｾﾙﾛー ズ鰺《含んだ被識することは有力謹

聴鎮謡鰯臺幾薑灘鰯鱗欝灘灘難聴鰯鶏篭ミ
愚と考えるととがで章る°管の進獅憾か御しくなか・材事情では採用でき萩い。ゞ 、
つた理由を明らかにするため，便宜上次の郷激項目に 3特 殊 溶 機 法 ，

' 分けて鴬欣を記して見よう。､
1認材‘ユニオンメルト溶接法｡不活性ガス溶接鞍･鼎溌撰等

卜,イッにおけ患溶接稀梁の破震や今次大戦中ア〆リカ書邇行われる手溶接以外の溶接性を特殊溶接準どよぶこ
で耀接構造舩舶に多敏の事故が發生しjここ準動繊とし，と怪ずれば'かかる方面でのギャップは最も大きい6特
て,錘材俸溶接性に識す.噸心ガ高農”特にアメリカにﾕﾆｵｼﾒﾙﾄ溶接法は現場からの襲望省強く棚鐵彊● b ･ {

‘・萢憾,藩操だ手の脆雛破壊ゐ原因力翻材の有す読知の、カボ耕究態勢で進茄でI､る睦も拘らず，唐く責用さ計7る．
牲舞－これは罰峡き感度(nOtChSenSitivity)と名域にま罐じていないj,ここでもやはり全般的な工業氷
叡抽れろ一によるものであると考えて研究tひ主拡準の低さが災いしているのである｡甑ち灘法そのもの
灘稲いる｡勤戯きに鋭敏で患い鋼材を得るのが，目的睦研究室丙で完成し池が，これを爾用者る工場側の受来、‐
雫電燈が,総離縁画にば到ってh'､瓢､。しかしこの閲れ設繍が充分で斌い｡かかる自動溶接竃ほ然接謹手の開

一麓灘蕊繍蕊藤纂鯛零鍵学驚繍競蕊鶏崖鰯撫磯
一=_偏吟認一曇=‐’．
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琴 菱識雛
41溶接構造及び溌接エ作法第二に必要芯條件は研究費の墳額である。熔接關係研

､',溌蕊遥物の設計濫に關してば,そう劣ってばいない究駿關の賞状ば,研究費にもつともめぐまれている國溌
拳首書に患錆摘されてi､る如く，クレテシや船臺の設備腱』技術の溶接部F碇さえ年蔽約‘30萬圃で，ユ三オンメル
維さ流詑‘恥瀧bの工作法や雛をとり得菰い熱一卜溶撫惣'翼試作し鱒る程度であり,研究の主力をな
瀞閲題である‘．．．･す諸大學でほ数授當り激萬圓の研究費が支給されるにす

、5,識溶識”蔵法､： ．・・ぎないのであって，．これでア.〆リカの溌尭俊術の進歩に

｡-鐡尋溶接で特に運鞭が:甑つのは,戟後低温溶接とし′太刀打できたら奇蹟である。
･宅語維救潅部門志あ感切縦は第3頃と共に最も未第三に一般造船技術者の溶鍔こ關する知識の水獅向
;Wa分錘あって,塘緬断法虫に綿究室での露備一上し葱くでは瀬ら蔵い｡遥船工黙とって溌羨憾既に不
穫藤すらも手が“:ら*て噸睡のがあるも､、可峡な技術となっているのであって,側侭で船を作る泥
言-簿霧すると崎替と,が非常に瀞溺的な現象として興宋’.･めには縦型塵よりも船職昏確よりもむしろ重婁である
謬醗嘘趣縦は露蝿含騨扱｡罰えI鍾氣現象の根元とさえ言える｡從って造瀦學を識ずる諸蕊校では,濁立
を蝿ら隷鰄繩難多太鞠釣醐輔てし､る｡とは別…した糠騨の講座をもつごとが難しい｡このことは漸
個腱篭識系胸じ潅垂識壜盛瀧づでいると同橇に溶次賞現する機運にある様だが,現妖臓満足なものとは思
議癖今後のI職に蜘本聯明らかにすべき黙が多l､，われない怠織Iご課せられた問題の多くは既に研究室で
嵯も拘ら衣,花“い鯛化の時代腱入っている｡然ら,:職う,べき事柄でなく，工場設備の改善や他土業との提

臘研繊ｱｶデﾐ”獺法で嘘詞ってば,風もはや溶一擁といういわば經鶯に闇する事項であるものが多いも造
,鏡雛を‘雌廷し猶漉原重愉皇獲る趣ｼt蝿力を發揮し船技術者が廣い澪接知識を有しなければなら承い必要性
鳴鋤含撒謬菰憩織させる鋤“研究議獅,獅燦さ液たいざ(國鐵研究所負う
可璽皿”』Ⅷ皿"皿4'8JUi｣'6"'IJj"'4""β墨一一一→＝←リ,"""'ii"'M:''''j'"i'"""1"""'I'､,Ii'{'ii'"'Ⅷ『．…･･…･･･,,.．:．…･”

雛幾ぃ蝿郷撒鋤皇鮒禧兼函繍鑑麓獅，蝿に",－．鴫跡
,塗職腫影響力”く旦溌隊於ても手尭の器用に頬らｲﾌﾅー,ﾜﾚーﾑ及びﾌ゚ﾛ壷と板との溌凄ば,ンｸ丙
,溌職鏑に全溌蓋しい分野に進んだ息とけ､で隅肉湖心礎'2吋と･し.タンク以外で隅肉2吋半心距
‘い，盟諾的糒肺･我冷の最篭學ぷべきはこの熟である〆12吋としてよい。

丸
’
ｆｉ
|．
■

暇

’
i，

P

ノ

｜瀞慰霊識嘉曇襄･雪雲甕；
、．｜

吻薩對鼠じ研究し消化し暹しく癖行して行く頭の軟I､開拓のものは,雨端瞳てそ画長さの十分の~だけ雨面連績≦‘_」
者防錆維巻今骨の進歩を見せヅビ基渥と思う。、、溶接をなすこと｡、

・今日"我國の溶撰界造繍は誠に目飢ぃ掴進月歩ぶ….講乃由蝿磁がｽk緯,溌密のも“韮及び下の接手’
■

ゆで謬感雌日のブラクチスはもう今日､最善の方法垂、'4．片面懇蓮綾溶接となし反對側を心廻2吋わﾀ‘ﾂｸ溶
-:I溌葱い｡、鰯'し是はまだﾉ鹿一ル鴎|張り廻され月遅れの．接となすこと。

鱸…を遮馳けて蔑輝識こ及"馳健の縦態…識｡…｡聯…艫峨｡軸鶴“び慰底‘』
竿 ．匙

未だ睦ユニオン茨ﾙ:卜に大丈夫との折紙をつiﾅらねた鋼・板に對し,深水槽隔壁に要求される熔接をなすこと｡
．・働餓|態いし勿論ﾕﾆｵﾝﾒﾙﾄ健賞用化されても居な訂Dビーム，ステイフナー,？ﾚーﾑ等が瞭間のある,グ聖･

ル蕊｡,AB規携の溶接棒すら極稀であり〃性能を誇るべきデカーダーシエルブ又はズトリンカ薑を貫通
’胃遡鋤駿置もない。白本人濁得の器用さを誇った手溶かかる交叉の雨側に一組の~致したﾀｯｸ溶接を鋲す

、する断で陰‘

《鱗ら細の能率に比して遥@下にあると云う。ここにこと｡更にピーﾑ,ｽﾃｲﾌﾅー及びﾌﾚーﾑは,ヵ
織裁を面黄務の重さ』式今更賛言する事もないと思う。一グー諺ｴﾉ脾プ及びストリンガーに十分接合するとと
造船b驚接｡冶金･闘氣識械各界夫同閲結してこの皇十△平ら蝋板のときはその上に付くﾌﾚーﾑブラヶッ
嘩審何竿につめるか今後の成果を期待して結びとする。、卜の巾だけ両面連綾､隈鉦すること釘、

′信菱諺議遥船価裁師）；．〔趣_船渠）‐、
雲－－54-二一二一
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(節ア〆リカに総る船舶溶接技術ヂ ー

印、
、

、 ~

木 ．原、

．職溶申アメリカに於て，あの短期間腱5,000隻近くも

の大量商階を建造し得たこどは驚嘆に値するが,溶接を
至面的に採用したが爲にそれが可肖鐸あったと断蕾し得
ると同時に,鋲接購､設計茜その鋲農溶接擁廷採用した
篇にあれだけ多くの事故を發坐したとも言い揚蓉のであ；

‐る。換言すればｴ作技術iこ比し設識節|〃大きく立ち遅
れていだと考えて篝支えないであろう。

Libert",錘－．2tanhe霞及びYiCtbry播などに起
きた損傷の大部分I途に示す3つの何れかによる應力集一
中がその原因となっている。． ！．

（1）主職造船殻に存在する各種のOPeninj"の隅部
、、

の應力集中

．（2）‘主構造船殻と涯度上箆二義的な部材との結合部
〆・に於ける切鉄によ息態ガ集噸

(ゞ3).Platingとそれに直交する柱類“締部に於：〃

ける應力集中．：
即ち,Liberty船の四角な龍口の隅部やSheerStrake
の角ばった切鮫部などから鯉し蝿裂による損傷は
（”に厨しyLibei･ty･艦の.Bumark?T-2tanife"
のBⅢgokeel等の自分自身の接翻や,それらと主構：
遥との結合部に於けるつまらない工作上の倣隠のため
に．その主権鐙船殻にまで損傷を生じた例は（2）に厩
し.,Liberty船の第二甲板のstaPChionの結合縦凪
-2tanker･のCO麺gtedt"vgrse@""ead
と職ippingbraCketとの付け根の部分ｼ及びVi?tory一
｜贈迩鋸蔦甲板とBulwarkB"ce_との結合部等に生じた
損鱗(3)に鰯す鳥｡こう鼻た種類の癖はすべて

凸

設計に全面的にその責陸がぁ:り，（'）に對しては
Openingの隅に丸峠をつけ,(2)に對しては第二義的-4

，な部材をScallopして主構造船殼から切り縦し,(3)
lこ對しで涯座鋲を設けるとかBracketゐ形を遁嘗に鑿〆
嘉壱達と等に稜って損鱈を鰯ぎ得たのである｡o
b酉､Lt、

。以上述鐸耀以錐に;画二2蕊錐er.@'""zgatedQ，

Bulltheadで縦隔壁と綴隔壁との交爽部膳於で島の縦隔
”壁の通一蹴との鐇誠紹底に最も週､通斜して晩

・渇鄙分睡裂を多く篭じてt蕊烏が,･これも象張り應力集
‘中癖因Fq'.BfacIget善っ臓てそのI職i蕊“緩租し得るA

，蕊するに設計勤唱くる應剴J集中憾溶麓船に對しては

銭鋲船に於けるよりも深甚の注意を挑弱なI鈴ほ尋昌鶴，
、ぃ6副ち鋲接手に應力集中を全じてもその部鋳癖溌
Slipすわばその集中應力は緩和される傾向にめ謬謬
灘手ではそう簡担に應力は繧嗣され蛾｡錐つ轆蕊・
著麓慧菫蕊懲熱麓轆蕊
阜議鐘灘
ずこ‐ 垂ロ

ア抑力に於て減この黙に關する認識蝿け郷遥嶺．
～うごとが出莱蔦であろう。：‐、：.、

溶接船噸縄式すべて設計に全責織あると云う蕊:"・

蝋､三鰻:謡鶏蕊驫蕊蕊：
の端部の不良涛接部或ばGunwale結鴬に澱儲る示良瀞
接部が原因となって掛墓を起した鉛も相営にあを鶴，

鑿露鴛鴦撫霊鰯駕難繍
確に畷別することが甚だ困難な場今も詮詮する。今壌の
溶捜船の損傷に關しては設計に垂責任がある“額5％1．
主作に全責跡あるものが25%,残り20%が共同責任と
_云う風にも言われているのであって〆アメリカもﾗ&隼の：
責任が設計のまつかつたことを自認せざるを駒し総惇追ﾚ､込まれてi､る。

然し海軍長官の命令に銅て大規摸な調華員曾烏蒋
集され,莫犬な費用と長鞠職して統計的な調査は勿
論,學問的研究まで盛に行わ趣たが,その最維報告を－
識すると，溶接諾の損傷の主原因が巡船用鍋扱にある鋤
の如き印象を受ける。即ち溶接贈わ損侭部の破断面睦謂
駈aeﾕvageFractureと稲し;塑性麹膠を殆んど枠わ
ず脆弱な錨目を呈しているのに對し，その損傷しだ蝿
から切り出した試鐡片I秘船用鋼材としての延性を充分
發揮したのである。そもそも延性材料が脆腿破壊をする
條件は,切螂戦いこと,温度が低いこと及び歪速壁の
大きいことの3つの主要謝蕊げることが出来る。この
問題に關聯してMulti､aXialSiresa(蚤軸職)､
TranSition.:TemperatUre(韓薩温度)'LowTem配､．
rat"eBgittlenesS(低温脆性）と云うような問題が夫。
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きく扉り上げられ,､”リ易の各大學及び各研究折④總
鈎謬筆ばてその解決に没頭しだと言宜ても過言で腱承

-』晩詮して低温に於て多軸腫力を茎けち時に憶鋼材ば諜
善謝し裡な斯点ような鯛生を示すことが明かになったが，こ
惣力澆接船損傷の原因であるかの如く，銅陣にその詞壬
韓蟻している掴がある｡･最近談國:こ於でもやかましく云
ゎ液ているRimmed.｡Killed銅或はSemi･killbd

鋼磨性質も究明さ?最近のABRuleにもこれが頭ﾌ域z
らねているのである。承る程金煽劉料として切鉄,低温，

ず

出されて唖ないが，よく考えて見ると,Bethlehem
Fairfield減は外板の縦繊NeWEngland牡はBulw･

arkをSheerStrakeに銭鋲しておるので,應力集中

の部分から生じた癌裂がその鋲接手で食い止められた

り，或は躯裂發生の機會を少くしているし，叉～方工作

ばうまくとも設計がまづくて損傷を多く起したりするの

で，こう云った設計として除り感心しないL!berty"

では工作技術の影響がまづい設計のために際蔽されて表
面には現れてこないとも考えられる。從ってWACから

良い報告をされた挫船所で餘り香ばしくない損傷結果を
示している場合もあるが,WACの報告で悪いと云われ
たOregon牡は損傷の黙も矢張り悪いの腫注目に値す
る。要する’にLiberty船かような鋲設計の溶接船デEば‐
工作凌術の影響が設計上の峡階のために詮ゆばつきり現
れないけれども.,葺想的蔽溶按船を建造しようと思え
ば,蝿上應力集中を生じないように設計すると同時に
工作上からも切鉄を生じないように心懸くべきであるこ
と職言うまてさない。鮫鋲を用いたがために損傷件數を
職少せしめると云うようなことを述べたが,'アメリ､力で
ば溶接鵬こは餘りにも損傷が多いので,在凍鵬二ほ
"Crackarrestor"なる鋲接手を設け新塾船iこほGuzij

wale結合を直接溶接することをやめ山形材を用いて鋲
結合にしたがこのために損傷件数を急溌二球少ぜしめ得
た。この･itCrackarrestorG@とは甲板を縦方向に切っ
て鋲撰手を設けたり,Gunwaleの附近のStringerplate
NaSheerStrakeを切って鋲撰手を設けて，甲板から
タi板べ或侭ﾀi液から甲板への施裂の遡展をこの鋲接手で
食い止あようとする目的を持っているものである。これ
は繩裂が初めから發生しなければ必蕊ないことは勿論だ
が,Liberty船のように総裂發生の危嶮性大きな舟詐對

一

ー

極耀等#二鈍感な銀獄を採用すべきは自明の理でI謬る
み,然し溶桜船わ破損を今迄餘・り知られなかったこの鋼
謎、性質唾その責任の大半を負わすべきではない。何と

溌液i鋸着金馬陰勵ed鋼よりもこの黙で擾旋ている
にも詞ばら参i船禮の危裂緯澆藍鋤､ら霊生したものが
多いし，叉低温嵯於ても切猷迄よる集中應力が存在して
鑑あてCleayegeFracmrbを呈するのであって，その主
《原因臆飽くまで應力集中を生ずる切鮫が存在す｡ることが
鍔=義的であるど断言するこどが出来るであろう。叉低
温脆性或は轌移温度等に關する研究が盛lこ行わﾇ19それ

~

『

｜
〆

|
画

.ll'
ゆ

．‘らが着冷と煙明されつつあるのは喜ばじい･ことではある
が,現在に於てほYKilied鋼かRimmed鋼かの問題以

砂■L

縦,溌素含有量も多少'GraihSiz､の粒度等のこれ
・らに及ぼす影響も相當隠去きいらしく，農だ未解決の多・

、《鯉鰯撫鑿墓穂燕力集瞬髻患。Ba

"とすれば,その應力集中を生ぜしめ鳶原因と云う問題に
‘蹄箔が，これは前述した如く設計上の責任がその大半を
‘戯めている篝である。このことは軍に鋲の代りに瀦妾を

・侭踊しだLiperty船や唾－2'ranker等のにがい經’｡÷ロ

や戯を添用して初めから落塾船としで設計されたViCtery.
船やC1一砿一AV1型の貨倣鵬等には殆んど重大な損
螂a起こしていないのを見ても明かである。
』′然し工作上の欽階から｡も涛接船の損傷が起きてい箔こ

。と陰前述味通りで！溶接工作法も重要な問題であるWAC(WeidingAdvis6fyCMi職時中アメリカにはWAC（WeldingAdvisorypomm
′識ee)と云う溶撰忠告委員會とも云うべきものが組織さ

‘鶏霊雲鷲穏鱸懲鱗磯嫡
‘性曙輿味溌い問題である?前述し艇調査委員會の最勧報
涛仁は､‘nQJrealcox;clusioncan:6edrMIIと言っ
てそれらの間の關聯性を認めてぃ鮫i､が,Victory船
では溶接施工に溌甚fう注意を排いがジﾏー錬鱸法まで
探翻しているMarineship趾は他戯に比して断然優れ
ポ銅纒の少い記録を持っていること.は興味深い。，〆

芯曾ほどLiberty総ては鰯雲つえ鰯翠芯關聯性は見

曲
■
唖
荘
弔

’

◆

1，

しては止むを得ざる窮餘の一環とも言うべきも心である
Iう。Ingall畠巡船旅建遥された@;SeaPorpoiseb,と
云うLiber呼船が陸軍楡蓬船として就役している際水．
中爆發のために船燈が2，3沢も持ち上り各部に損傷を．
生じたが溶接されたGuuwale結合には何等の亀裂を生、

織鳶傭按職らばこそ沈渡を兎れだと云うようなこと
があったが,同所の稜鰄式<&｡GunwaleBarを錘鋲す
る如き對策は遥船凌術の退歩と言わねばならなlJ･.8&とま
で断言している｡然し耐ならぬ人間が設計建造する以上／
嘩迩wale総合当ケ駈位に$$CrackArres*r,,の没目を
識ねしめ’ることば良策かも知れないし，これは今後の問

題である‘う。、
．最後に残留應力に關して一言せんに,最初溶接鋸にど

．んどん鎭傷を生じた時にはアメリカの造船技術發雪式力

瀞逗残存する残留應丈即ち!4'iccked-"St墾さIS"を鎧
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一

、

度賓験が行われ多くの費重なDataが得られている豊。

とである。．

要するにア〆リカに於ける遼賠技術を逼溺するに，流

の主原因として大きく取り上げたのは當然であつ*｡そ．
してこの残留應力に關する研究力漉!二行われ,漂製距離

の小さい雷氣歪計f職逵と共Iごその研究は急速迄進み色
々の賀重な事柄ガ明かにされた｡即ち地上組立に隙して

ば，手溶接と自璽溶接の如何を問わず残留曜力の最も大
きいのは溶接線方向の引張残留應力で約33Kgimm2の値
に達し（端部では零で雨端9吋を除いて），溶接織二直

角方向ば大したことはなく約7Xg'mm2の引張應力が中

央部に残り端部には14～21Kgﾉmmzの範園の睡縮應力が

残留しているこ“とが邦つだ。然し溶接線方向に引張外力

を加えるとその加えた應力に略を等しいだけ残留應力は
減少する処，これと同様な効果が低温放熱水冷應力緩和、
法によっても得らわることが判り,､この稜者の方法は

SunShipbUilding註で賞用に供巍ている。巻の膨遥
碧應力除去法としてPeenizigに關する研究雛めら液
趣又組立順序及び溌菱施工法は鍔雪應力に臆大した影
響を及ぼさないことか明かにされた。次いで完成もる多
,くわ寅船に就ても残留恋力を測定したが，その紬果ば，
纈妾線に瀞っての縦方向の套留應力は’4~35唾lm唾2刀

範園(平均値は25K厘(mm2)の引張岬で{横方向に最
高､8正gﾉmXn2の引張應力(平均値腫零）であった。･叉隷
験片による蜜數では外力渥より残留態力は緩和されるこ

とは前述したが,震船二於ては就航によっても減少せ琴歩；
従ってす鐘ての溶接船には高j躍留應力が粕塗らす蒜在
している鐸で，この意味から06IOCked"instZeSsdid

natContribUteMateriallygtOthefaillJreofWel-
も

dedShips,‘‘と結論している。

組立順序や溶接法が蟻灌力には無關係だが適當な順
序を守るべきであり,Peening.は最後の暦に野しての.
み有効であるが拘束の大きい場所の溶接涯は各層毎涯

Peenすべきだとか，賞験と霞船どでは残留應力、減少
鐵構が異なるとか,残留應力膳硲の損傷には開係ないが

工作上は少くなるように心懸けるべきだとか，種〃相矛
盾する事項が結論されているのは非常に興味深い。賞験
相互並びに資鐡と鐵船,或は濫醗と經臓等為の間にこの
綴に相矛盾した結論が見出される以上,･我々 ばアメリカ
画みならず諸ﾀ}画のこう云った研究や礎際の經職をその‐'一‘‐‐と

錘屏蝿呑み」にせずよく熱訟翫朱して,･それらの結論或
憾その依って来る過穂の何虚に戯階があるヵ､恂庭に長所
があるかを見極め,叉多くのFact｡r"で何れが,
E型g"eermg酌に大きなFactorであるか何れが
NEglesibieであるかをよく判断して取捨選撰し,尚不
朋翻憧閾してば濁自の孫総進める鰈きである｡瀧り
腱一寸附凱て拳きたいこと侭,ﾃﾒﾘ労“て睦十蝉
隻遷溶接贈《比較ゐ捷職鐵撫を含む)に就芯靜的霧‘

匿力學或ば構造力學のような學理的方面や，資際四設諦

技術の面は兎も角として，自動ガス切断の讃偉ず自動溶

接の貧船への應用品質優秀にし二亡均一な落接棒⑧入手餐

鬘繍鱒讓総麓繍驚蕊
ことを擁せざるを得ない｡こ誉に於てその進ん富鰯＆
た生産按術を早急に取大れて.,我國造船撲術醤して確暴

最高水準に潤歩登じめ得る日、一.日.泡早から.んことを念
願して止ま葱い次第である。（大阪大學敦浸）、
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卜、 ラップを混用して，しかも良くて族
|‘．、いものを遥り出す事を工夫する庵に
｜、‐繩のこと:についてば前塁窓痘言,く造つそ貰わなくてはならない｡穂日本の製鋼屋の使命があるのではな，

|i譲鰯蝋奮鰄驚駕琵灘轆灘蝋鴎糸の聯潔…．，が,違うとも氣にかかるのでまおま,ゆくまい｡鋼材の歩』Eまりをよくす汲々とt,ている限り，日本の鋼獄准、“

|蝋蹴鰯辮"鱸菖霧雛慈:黙撫鱒懸」
職悪滝認淡を最近聞いて見年ら'1牝學始す縦ば,難の悪い歩ilﾆまりを少ドイツに出来た時に,わざわざ銅を

|･'一爵鈴識､うと戦前…Iご職る＝"なく共"%の趾…上げること0,50%前後入城ことである
｜←職轆が脈‘､”で,大いに意懲錫であろう｡少しやつで行けば虚でドｲﾂに臆銅が少ないので鋼惣

遥鶴ずるもののあることを擬え95%渉雌り詞能燕のではないか入れる事をそうそうは綾けられなか、
{だ｡しかし却歩止鋤は少しは,談と思う｡歩止測が良くなれば,鋼つた爲であろう｡研究寓綴けられて

に■溌識瀧蕊醗蕊議－
6，

ト／･垂在合格造なるかどいう.と表面の疵b得る大きな利書が出て來る。これが鋼に這入って困りぬいているので
．~?が主だそうｵgが'これは八幡製鐵所一胆､より鑑船所注そのｽｹヂｭーﾙをあるが,なぜこの銅をドｲﾂでわざ

等の鴎畷備が老朽廷なって來たせ罰されることなく，工事を進捗させわざ入れた如く活かし得ないのであ
‐&‘､も失いに含量れでいるの職ない得るから，手待ち等によって生ずるろうか｡不良の原料と言わずにこれ
‐であろう汎素人がこん議事をいう工數の鍬を防ぎ得て,工數節約上を活かす方面に研究を進むべきでは

|‘画もおかしな話瀞，なぜ圓鐵ば八莫大なる利盆を享受ず漏事が出來j憩い分､と思う｡顧みれば我國には皇
|、囑蝿獅諭に気をとられている′引いては船便蝿減を爾らし得るの”ﾙが無いので,甲鈑N.V.N.

摩唇あろうかq剛に折甫銑鍋一貫である。.:Cの代わりに銅を入れた甲鈑所謂ノ

・作業の立派な能率的な新設備があH鉾のことであったか,,"復活0.N.Cを創り出して建艦態間誤つ，〆〆
・り，陪戯問題も一確打ち切られる朕崎可があるたと聞いてひそかに喜一かせ滋がらたのも’鱈に製鋼屋の努
勢腱あり液がら,-何故に営局者は窟んでいたが,その後未だにほんとう力の賜であったのである｡再び製鋼

竺細曜速かに活用し戯いのであろうに動かすようになっていないのは如、屋の藩起を促がして止まない。"a/

何した”が肪渥落ち萩い事柄竃

鐡繊驚繍鰯嚇灘聿:鶏灘饗鍵
｜’

鐙ら戴け漁ば到底世界を租手にするた現在では,すべてを白紙にかえし，であるが,資は板の中央部が膨らん，4

蕊の出来ないことは'何も今重事新大局的見地から日鐵としての方針で厚くなっているから，4隅で合烙､、らしく取り立て箔必要はない。良いを速かに定むく
”棚職職艤'…面…画職騨垂讓鑿"鷺鰯:駕態鰯
に手を識《すべき事が多玲あるがルをはっきりと指示すべきであろう｡、の頃の板1星はかなり中央部が厚くな
鰄卿靴…"噸敦嘆,蝿齢ん棚獅卿……蝿職撫〆
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りもある事でぁ”ら鱸爾裁鍵、’

星蕊患蕊誌耀篝、
．うめである。．，-¥‘

それから．また,心線lこ含ま読愚銅．
や膝硫黄の如き不純物が多ぐ郵謹
造船用の謝謝奉として何にも憲瞳識

いから,心纒ﾒー ｶﾃ“潮懸塞職
ラップを供聯散る郭穏蝿。
・必要だ。其の量は知れてい･湯』沓思・”

､ぅ｡まだ國丙にIま良好劫ラツ議参
源泉力､あり奮分践間に合うと思熊；”

關捺営局者の善虚を望ん､種止皇榊､’F1
次第である､｡、弛一・

溶凄關係の話州た序に誹熱”‘
のほ,溶撰鋳造に適する型鋼轆議。
的製造を是非典穴礁でやって萱V轤
苅事である｡‘日永の如ぎ賓材催毒し

い所謂持たざる鬮は造硲のや嚇篭
アメリカ流を眞似ず,挙る貧乏鰯‘

、．、.､．・

やり方を手本として進むべきで奄愚

から，駿前のドイ急ﾂの賦況な割き嫌

参考資料であると思う｡今次の識『
に譜けるドイツの工業界復真娠りな

どが判セば，なお一層よい手本と溌
句 L ･

るである_う。どの型鋼の問題など峰，
一部のものの考え位で蛮行に移り得

る生や乱い琴緬で膣榊､奇､責対節
約の上から速かに國家的研謬として・

溶撰溝造具遷化を計る大きな溌關で

取り上ぐべき問題であると患う。 』

一

界

1 勺

’

』

.さえ日本の船は重いという批難に對

し,輪をかける事になるので望まし
くない｡．浪人が昔,ある製鐵所に對

し板か資際の寸法と重量とを測這

､し，その平均厚さを計算上から出し

て見たら,かなり不合鑑bものが出
た事を記憶している。これなども巖

畑の嘩延機を動かしさえするならば

ある鮎迄は厚さの差が少なくない吾

の々希望するものが得られ"るであろ
うと思う。

×了 ×、

溶接用心線は最近相當改善のあと
を見たようだし，八幡としても大い
に力瘤を入液るとの事だか･ら大鍵喜

･ばしい事と思う。さてそれはそれと
．券一

して心練ばすべて八畷こ委存す¥､：き

や否や，此虚で一礁考えて見た山､。
浪人力珊にありし頃,馬鹿の弓つ疑
えとでもいうの蚕あろう鐘の馴訣
何でもかでも八幡に持ち込んでやっ

て貰うより他Iこ手を知らなかったせ
、 ,

いもあるが，‘屡左製鐵黛談陰も出席．

し'虎の威を借りた狐そのものの如
く′，随分無理を八幡､現場に言って
心線を作って貰ったのであった。‘し
かし燕の後八畷の蜜鎧ｳ飛んだん邦
って來ると｡，もともと量産が主魑で
ある工場だから，心線の如き繊細な
ものにば興味をもって居らなかった

蟻セ,厄介物扱されたのも當然だと．
疑ったのである。それで浪人は例え
ば富士製鋼位の虚鋤線專間の製鋼
所とじた方が，良品製造に熱も出て

草｡”．'‐

研究'も充分するであろうと考えてい
たが，雑周に駁りまぎれ雷二こめ事

ドル分椀だけのやり方を改め,､すべ

て成品分祈をやる事にして貰わなく
ては，需要嫁は安心して成品を受け

取る事が出來ないのである。現在屡

〃起てるトラブルの中腫は，この成

品分析がさ茨ていない黙に原齢あ
ると見るべきものが多いようであ

るo

‘溌廣をやり始めた頃には，吾々が

自家塗装を鐺っていたのであるから
一應心線力成登に識をつけたので
あるが，もし被覆溶接鶴としてb試
鹸成漬が規携に合うものを作って呉
れ鳥なら;心線齢の”は問題で
ばなhやである。望も嘘は何時も同
じ成分のものが供給され溌ばよいの
であるも.從って被覆涛撰艤勾改良進
歩という溌職から見ると,寧ろ刺'戸
製鋼所のB17の如く→賃作業とする
事が望まじいのであるbこう考える
と幸噸品を作郷し狐鱈Iこ無職
心線製遥を推し付けるのは’如何か

●

I
I

＝

ー

！ と思うのである｡｡幸い淋戸製鋼所の
B17の他三徳とか住友電機の駈謂讃

、

鐵線（砂鐵からとった純鐵にスクラ
ップを混ぜ電氣製鋼巷過.もの）も出
て來だのであるし，また大同製鋼其
の他2,3t線曹やり度いとい量う鮒
もあるようだから，こういう心線だ
吟に専念しよ"うとする適當の工場に
心線製遥を任かして仕舞う万が將來
の爲室はないかと思う。それに心線
･としては化學成分許りでなく’非金
陽介在物や含有力易<F問題か鶴o良
否に大きく利くらしいので'皇専門的
・に眞刺怪1噸と取り組んでこういう
芳面の研究をまる庭が出來元欲しい
のであるが，誉ちらかと言えば大ま
かな八幡腱ばこれば向かない仕事だ
と思うのである具.それで虫のよい言

い《.さだが,他Q心線メーカー（勿
、、

論上記の目的藍浦足させるだけの僅

良製造讓者ゐ事である)が充賛し，
良品を需要に侭じ得るだけ出し得る
ようになる過從来からの行き掛か

－－－39＝－諺
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を正式怪提案する票なく濟んで仕舞
鍾彪DFをある･･一心線とし竃はレー‘ド
ﾙ分樋だけでは浦馳來ない｡､例え
ば耐強め含有錘の如きはレー･ドﾙ分
析で合格していて巻，ピレ‘"ドごな‘
嶮晶と態って乗ると,蕊の偏鈴
か葱‘りもの勤看ものが現われ到底心
綴として採用出来ないも‘のも出来る
のであるから,"八蟠では現在のレー

、
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船篭のサンドプラズ:､卜
~

I

h
←

ﾛﾖ

I

塗乾式芽ンドブラストー

ー混式サ彰ドブラストー
一

角
、

L

堀 一元美
〆

L

ぷ

底を詳細に検査し塗面の全般的なヒピ割れ，斑紋，膨み

剥離，ピンホール,汚損，黒錆D形成等を見た場合にこ

れを適用すると云う。
その方法には乾左と撫式とがある，現在日本でも右遭っ

てい､るの憾乾式である。

サンドbプラストと云うものば鋳物の砿落しや,小物

の仕上げに用いられるものと考えられ易#､ので,オープ
ンの所で用いて果して効果的であろうかとは，何人も一

腿凝ふ所であるが，事賞はやればやれるものである，然

し乾式では作諜場近傍は相営の塵烟を伴い｡他の作業は
一切中上せねばならないから一般の作業場と離れた陸岸

に引上げられた修理船又麿渠中に於ける麗鱈等であっ
て,船墓上の新遥船拳こは一寸適用は難しいと思,われ
る。（新総昌對してのインストラクションを見ると，米

國での考え方はサンド，プラスルは既就役船仁船底に必
要なもの乳ているらしく一部不良ﾘ伏態に鳴りかけた鋼
恢面への手議としている．ものと思われる，耽新船総船
底庭は亜鉛鍍潤波面ならば燐酸感の溶波で洗鵬した素地
に'亦黒鋼坂ならばピツクリシグ域憾火焔による:デスケ
ーリ￥グを行った素地廷防鍵蛎を2回アンチ･黄ロー
ン．プを1回塗息ものとしている）

乾式サンド・ブラストの場合岡に示すやうな装置を肌
いる,直径約600粍高i米'500提度の筒状ツンクで_EF
2壁に分だわ，常用’1斑『糎僅度の耐睡である．,下部
’ンｸは睡搾空氣が還り込患禰鞠から砂を運びつつ筒
先え噴出す．る上郡荻ﾝ必は1種の雲ｱ・噂ﾂｸで速繊的
に操作中の下部タンク.へ砂を任意に補給するために鏡立．
つ'補給された砂は砂剰ﾅから極め獺易なスル琴ｽ諜

金鰯材科の表面を，防蝕わ目的を以て塗装する場合，
塗料と金馬面との完全な密着が必要であることは云うま
でもない．：．O

塵，鋳,水分などが塗膜､下に残ることは甚し･く塗装
；､効果を害うから,これ等の異物を完全に除いてから塗
る儲屋とは常に注意される蕊ろであるが,賓際桧仲食
充分に麓行されていない｡明治年代噸艦で1蝿めて丁
琴涯サンド響ペーパーを掛けたということであるが事奮古
l軍艦D卿艘こ営って長年月を經たにも拘，らず,塗膜、
下が極めて良態にあったのを見たことがある。
然し通年では銅版面､塗装準備ばあゑり丁寧庭は行わ

れず'殊I二験時にほ爆撃尾よ･る火災を防ぐためにいるい
・らの耐火塗料も研究されたが結局燃えないものには鵬l Z

・力も無伽､どいう事になって塗装を皇く省犠廷なり遥二
は赤錆施船こ李氣で乘っている齢こさえなってし最っ

’だ｡塗料の供給は今職窮屈でばあるが,平和p今日船
鐙塗粧の問題は塞壁者も乘闘も今一度観念を改める必嘆
一があろう。癖こ施工が遡硲万でも船側で行わ淀，しかも
常に毒任の低い人禽の手に委ぜられ勝ちのもめであるか
’ら一屑のことであるO･、，
．本誌6月髄海外技術資溌綱にポット･プラスチック.、
アンチ，フアウリング･ペイントの塗装準賄として船隻の
ツ?ンド・プラズ.卜術うことが戦っていたが,我國ご於
ても米國船i日の修理を行ってi､る造'職に於て，船臘、
サンド･ブラストを行っている。。

‘米國彊於竃もこれを軸として塗装面全澗こ適用して
いるのかと云うときうでは無く主として既成の船の渠中
に於ける船底塗巷に行われ『tいる綴である。入渠した船ノ
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ゞ然しサン,ド・プラストを護けている間は相當の挨蕊愛

ろから時存作業を中止して,鋤緬を錆除し第額面予
塗を行わ識ﾅれぱならない。

以垂は最も簡易な乾式の場合“蕊である薮に誘明義
の要黙を拾って潔式の場合について述べ遥6
鴻式とは砂と共に燐酸函の溶液を銅痴司陣吹付ける方

、

法である。、．．・・‘･急、

溶液は隣鋳用であってその調合は，

燐酸灘室．!…･……300ポンド

重グロム酸加里･'75ポンド

、水．．・・，.……｡､．75ガロン 、け．

これに蒸汽を吹込んで溶騨載ると水量は更に鐘.しﾕ恥
、『

カロン位匡なる｡~こ和は貯藏液で使用に當って筒3蠣鐘
に薄める。この溶液ばタンク丙に於て砂と混ぜら満擢

上，大鰡と於て乾式の場合と肩鎌か講遥のサン;ド謬募墨‘

ト装置の上部匿劃丙へ供給され.るご’どになる。

装置は導管の入口の虚が鍬のき、と鍵り筌氣灘給鐸
は直接導管に漣っている｡乾式の場合は砂が自然に藩ら
る形であったが潟式では室氣が砂と液と｡の混合物を吸出
すやうな漉になっている。液健要するに零管か:堕蛇管鬼
の連線諾賑更に加給でき患嫌になっていて,こ噂の鉄，
給睡ば90ポンド/平方吋である。砂の消費量感8時間作

業に對し3～5立方ﾔード,室氣は毎分300,WJQヰラ懇，
作業面積は8時間に1000平方沢の程度で尚囎昔臓内径3
1/4吋のもの150沢以内を用いる。こ論以上長くなる曇蛇
管の磨損が頴曾する｡150呪に對する睡力降下は,17ポンド，
位である，亦この蛇管は函面純ゴム張の‘ものが良く':/4吋
3層のゴム蛇管が最もより､ということである。

（横須賀米海軍艦船修理部）．

を通づて適量に読節さわ乍ら鐵菅丙に落ち，筌氣の旅れ
弘

に誘わ液て蛇管を邇って筒先から噴出するのである。・

筒先を痔って作業する人ははね返える砂を頭からかぶ

るので防護衣をつけ防毒面に似た眼硝子付のマスクと革
か帆布で作った手袋を用い，砂と室氣の混ったジヱツト
で恰もゴムホースの水で自動車の掃除をするやうに紹禮
を研磨して行く。

筒先は鋳鐵製を可とするが,簡軍にあり合せの径'吋
'/4位の瓦斯管を1沢位の長さに切ったものを用いてもよ
い，これだと消耗は甚早く2日か3日で取替える事にな
る。

蛇管も室氣工具用の布入ゴム管を開いると消耗緯相當
に早い。砂はコンクリートに用いる様な川砂で差支えな
い，多少粗いものがよい巖である，これを良く"乾燥して
用いる,ｺﾗﾝグﾑ等の混用も試みたが成績ほ良いが甚
しく高僧であるので回收奉が良くないと用いられない。、

なお装置中の睦に磨粍の甚しい部分には耐磨耗性鱈熔接，
肉盛(Abfasi･nresistingWelding)を施すことが推奨
書わてい:る｡米闘ではこの様な目的の熔接棒が市販さ論
ている。

・1組の装置に要する人員は,筒先迄1名，タンクに附
く調整係'名この外に砂の補給及準備に若干の人を要す：
るので,ユニット4組位を併用するのガ合理的となる。

i腫搾室氣健通常の進飴所茄殻のもので間に合う｡･作業
能力獣各種朕態の平均値で1ユニットで3時間に付1000
平方沢と燕せられる。
腿吹きの濟んだ銅版面ば鈍ぃ光澤のある粗面で塗料の

密着には絶好であるが，最も腐蝕をうけ易し鍬態になっ
ているから成るべく速かに塗ってじま参必要がある。

、
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，技．術了~~養一料（馬蹄型推力承）…
馬蹄型推力承は古い型の往復蹴汽機で推進さ粒る船の調節する，推力棒のナットは,各カラ手の位巖を濁立に、
剃睡軸繼力轆として綾…。”諏駕雲獺篁蝿が-つ多い..鋳為…‐推進軸推力承は二つの大事な目的に役立つ。
，噌嘩プ官ベラ推力を船遥に傳え，機關を正しく推丈線は二つの面を有するのでカラーの両端部p2個のジュー
上に結合する，之によってクランク軸が汽筒下適正な位は各々常用せ準軸蓋面を持つ這とに承る。’叉は2掴の

・ｼｭー ガ澆蒲い“造の面ガ剥脆したりしたときどの謹

鐵暴鱸窪織.…職…卿鋤臓耐鮴篭｡柵娠ｼ藝一蟻"蔵…~臆
霊合金を菱面につけ注馬蹄型のｼｭーがあって推力を受向かな‘い録に端部の未悲晦ｼｭーの所に入替る'2個以
捗渇褒かくして鋤は卿U遍置に保たれる,シ1挺‐｛雛上饒蒲いた時は軸蕊部を回鱒し前後反對窪して未損鶴面
力承の全長に壷ってU癖曹一對め推或,線上に調節諾ツトでが嚴潅時@推力を受ける様にする。これは前遼遠度に雛
そ‘の位震を固定される。こ,､ナツ,､森推力をｶﾗーから霧しないがk,径進時は軸受が熱しないか注意深く看覗せ
稚力樺に餓鬼為のである｡雄ﾂｺ棒晦端謬ま固定軸密に周ねばならなt,。 ､ 、 ‘

総れ,軸蕊ほ推力を推力率鰯蝉嘩は本腫腫総えるも ジユーとカラーとの簡隙は職0.0[8～0.012時とし，勢

泰鎧儀刻“粥勝二し尋つかり糟合翻翻施塾綱墹溝さねユーは約顕~8〕%が前進推力を.蕊り誠後進推力を受持
港,‘裂叛と函壁との間の標で全臘の推力承の前媛粒置をっ壗に調節する。 、
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電動謬揚貨,／機
J ÷

、．

一 グ ラ ビヤ嶌眞参照，’

(Ag)富士電動揚貨機
－2台あ揚貸機を1人で操作出來るニー

齋 ， 藤 徳 介

寓壬電動揚貨機は1932年貨物船小

と收丸に納入して以來多数の船に装備
：され淀のであるが,そゐ間幾多の改

声

,‘良溝加えたのであった。その後溌械
｡-.分部詮に鐸具に鰯する基礎的責瞼研
.．究を永い瀧筐めたものを基本として
＝:今回新型富士電圃揚貨磯を完成し

ず

《グラピャ篤眞参照）目-陸,數証丈
・瀞‘げて大量に製造中なのである.，
､再‐その改良の主な班ば隠氣サインチと
窪ざしての膳長疋ある'Cnemancont-

”･皀雌一人の仲使により2蕊の鍵
’貨溌を自由自在に鱸全に鍾韓階乗
‘港方式にした事と,‘故障が起らず，

手入満も簡軍に出來る綴に謀計,製
遥した事であって，その速窒特性も
大いに改良さ救他に見ない特長を持
っている｡篤眞では主幹制御器を電
鼠機上に装備してあるがｹﾗピﾔ第

一．1画a橡にスグン､ド式として別置す
ると一人で2塗を蓮鞠する．ことが出
來る。これは鋤芳降し共全電氣式で
荷の重さの如何にかかわらず制御器

・把手の位置と自蹴速度諦整を備えて
いるからである。

一．織造上の糖長は各機器が同皇肇盤
内に纏って居て騰装黙橡,手入等凡
て簡醗に出來る。減速装置はウォー
ム,=段とし薇響振動をなくしてある

から客船にも好適である。その対質，
加工,熱虚理は特に吟味して永年高
能率を保持す§綴にしてある。嘔動
縢の絶綴法陰長年の經験から雛舶用
として特殊の方法を総じてある。速
匪聴牲臓才機の媛も総長とする庵で

普通用いられる直詮特性（グラピャ

第2固の職線）でば輕負荷の時速度
が上り逼蛍て低速ノツチの速度制御．

率、

､が出來ない不便がある。このため當

芯、ものば復雀電箪機で直雀分穆雨
界磁を共に調整することによって如
何なる負荷に卦しても中間速度を得

られる様迄してある｡､降しの場合は

寵湧織の接績を錘えて分巻寵醐磯と‘
､ﾙ篭氣制動をかI端によって電源に
電力を回生して他の蓮鱒中の揚貨機
に給電させ’電源發電磯の容量を補

"い丙燃機の燃料潰費を節約させる様
にしてあるも

特性曲線（グラピ.ヤ第2園）参照

の揚げ降し第一ノッヂは共に微速で

ロープ掛け霊ね牡長尺物の荷役，着

床用の時に甚だ具合の良いように…、唾

けてである。､揚げ第2ノッチはi:I:I"

度用で荷重にかかわらず賞線の通り

中間の速度を保ち,第3ノツチは全速

迩韓である,第4ﾉﾂﾁは鯉負荷で特
に高速を要する場合のノツチで若し

荷が規定侭より重い場合怯自璽的に
繼竃器が働いて第3ノツチの速度に

戻すようになっている。降し第2ノ
ツチは全負荷奎速用で第3第4ノツチ

は夫々 輕負荷高速用で何れも過負荷

の際は自璽的に前のノツチに戻る｡
､電鰯機瞳臘殊没計にな･る過負荷繼
寵器及無剛繼電器:r保護ぜられ，
自動力順遮こは逆起慰力繼随器を使い
寵蹴機の回郷Iご腰じ寵磁接鯛器によ

って直列抵抗を短鵜する，叉界磁繼
f畷は荷重に腰じそ潮作し分経界磁

-－42－－

二皇一・些一孚・－．－．4－ﾆﾆ.

を加減する。これ等の繼電霧ば鍔げ
降しの時に異る電流で動作する必要
がある傘ので特別の工夫がしてぁ･る6
速度捌御の場合に普遼行われる檬

な主回路直列抵沈等の諏砦こよると、
大電流藩瀕繁迄開閉黄る爲溌閉器の
し､たみが基しくなり事故を起し易い
が當就のものは降しば分毯.界磁の
み，揚げも主に分巻界磁の小悶流を

鶏鏡篦蕩墜鱒M
型になり熱損失も少い利熱漸ある｡、
（富士電機製造織式會献技術部器具
謀）‘1

垂…‘-塾一 一
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愚齢ごバンド型霞磁制動機を使用，

し電磁線稔洪直巻及分巻線輪を術．
え,吸引“み直巻線輪茜憧用し‐
溌熱量を減じ心､ろ6何れの謹構
も錬鐵叉は鋼叛製､丈夫な水密カー
バーによって保護されている。基・

礎臺は制御装鄙I置型はこれ等のと寄る｡:これ等の條蒋を考諺書底鐵，
磯講を乘ぜているだけであるが,、霊電動磯とし目頭i臺織磁鐵眞灘
自藏型の場合廷は基礎臺の両部を‐・を＝分してあるQ頻繁な燥侮湛鱈一，
二つ迄逼切り,霊上胴ゐ下の部分の鍵化,潟議等に耐鋼議健｡蕊．‘
には制御装置を霞遡機の下の鰄並に絶縁庭理にj瀧念に注惹織
には抵抗器を納めてある｡何れもって居り叉,二借の負荷膣對し懇

、，、r

嚴重に氷防されてい‘るが必要なと老完全態整流作用が行お諭感穰轡

…ジ"…霊腫難::麓懸驫職雲欝､橡躍來る様になってk､るざ’
2〕瀬機.､m/血に識して2撫息""":
織軸水密型の複蓉直流電璽溌を使m/m瞳に對して41舟悪を採用心・
用し，．この--端にはピニオンを:坂．でいる:。
付け他端には制動端を駁付けてあ3)制御装置
る･刷子は上部のみにI良付けられ總て電磁凄鯛器庭依る主幹制御器
ている、で水密輩のボルトをゆる操作に:して'･総懸しの際には發電
めれば容易に黙瞼出來る6特性と制動を行い各負荷に對して,塞釜~

し花ば，起動電流は電漉の關係上な巻上げ雀降しが出来る嫌に萩つ、－．

出来るだけ制限しかければ絞らな・ている。‐
． 4

4丁尺』

當赴は約20年腫亘って發電制動を

使用する純霞氣方式に依る電動揚貨
磯を製作しているが,･この方式の特
長とするところは主幹制御器に依る
遠方操作が行えるので，磯城本濯と

主幹制御器を各を最も適當な位置に
装備することが出來るし,･又主幹制

御器の把手の操作だけで巻上げ,.及
び箸降しの速斐を制御することが出

’f

薬るところ迄あるd揚貨機はこれに

より船の荷役能率がきまるので，高

度の挫能を要求されるので;從來の

篭氣方式の特徴を生かし,-歳お輕負
荷時腫於ける高速運鱒をなし得畠穰
に改良をぽどこしたのFGこ莚噂概
要を記したb望‘思う6．
1)機械構造.-_
高速連鱒ら要求と共に,船禮の總

‐噸敷④節域の關係上制御用品を湯．
貨磯才媛と一燈とした型式のもの
が要望されるのでj同じ定絡のも

・のに對して制御装置の別置型（グ
ラピヤ第2圖）と自滅型（グラピ、

ヤ第1間〕の二種類を製作するこ

ととし，これらは上部の減速装置
電醗機，電磁制迩機等の総惣ま，

すべて同一の馳慈使用し,基礎
蕊の織豊のみを鍵える事に依り二
樺の型式のものが得られる齢こし

琴て部箭の交換を寒易Iこしてい､る。
減逼鍵置は2段のダプルヘリガル

‘鱈車で､ピ三オン職良質のニッ歩ル
クローム鍋を使用し大歯車は鋳鋼
を使用しているので迩蝿は平滑に
行諭騒雷を蕊しないい毒命亀非

．常に長い｡軸受肱K･ラ璃鯏さ砲金．
鯉で馳鰺自動調哩ｺﾛ鰯議
使用しているので筒騨は良癖でぁ
高§制鼠磯には頻繁較動作に耐え
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a)速度･特‘性

輕負荷時に速度をあげるた･めに

figlに示す穣な接績としている｡.．
，毬上げ第ノツチでばH,2DB.1M.

"3魂‘が閉じるので抵抗R感～R3が，．

全部入b,過つR5が電機子Iこ並
.綴Uに入るので速度*割生健fig21H
に示す儀嬉なる。第2ノヅチでは巻

H｡1A.1M・が閉じる,の豊喧列

"塞蕊辮驚:享
孔A、2通,:3A"1Mが閉じるので
．‐テ

直程界磁SFiSF2が直列となり抵

抗I式なくな．り起動を終,るの‘であ

る。このとき負荷が小さいときに
塁『

"3CRが動作してZMを開き2M

←を閑･じるので直巻界磁はSE,2のみ

となるので速度が上昇する。この《．

L

３

、

~F

Fig2過重÷速度特性曲線
､

少

－
１ 船が岸壁に横付するときの衝選力を實測した一例であ

る。測定lこは第1岡の如きバネ秤を使用した。之をバッ
ファーとして津壁と船磯との間に置含，キヤリパーで衝
躍時の最大澆を測り別に船乙衝突の瞬間の速度を求めて
雨着の關係をしらべた。バッファーは50噸の荷重で'/2吋
縮むb船鐙ば第2I団に見る如き外車船で雄水量525噸，
，ロープで一端が繋留さ液，0,7沢/秒の潮流に抗しで最初
外車を回鰯し衝突の瞬間には之を止めてあった。衝撃速
度はバヅプァーまでの距離4沢7吋～0時の間,､スドッ

１
１

典寺牙一

海 外技術資料’
一
一

【

I‐’ 一

’ 船と岸壁との衝突時の力

－→_

J

』
‘うPRlM,6s

I
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第2岡

i繍難蕊鍵蟇蕊Ⅱ
平嬉最大荷重である。全臘FE13の測楚を行ってゐる。
土の問題に對し極めて簡易化した假定の下に次の如き

~

解析を行う。衝突の瞬間から船燈重心eがバヅプァーの＝
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軸方向にX移動し贈燈がGのまは.りに0．回鞠すると,G
からバツブアー軸線までの距離をC°として､バッファー今
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に装艤す為壗になってい息。’

､

F2IER3.,Rcが直列に入り分程

界磁として作用するqE"200%
C速度が出る，次に重負荷の隙に

"1CR.2CR共に動作するので

L､1DB2A.3A.1M.4Mが閉じ

るのでFSi,FS’共に分巻界磁とし
て作用するので界磁憾彊く承り約

〆ﾛ亭両℃

130％の速度となる。この糊生は

3Lに示さ詑虻いる。

L即お糧jこげ巻泌し共輕負荷のとき
は速度が自鋤に上昇し荷役能率
を向上する嫌に詞謹さ液ている'。

b/各部の溺遥
制御用品は主斡制復器（グラピヤ

第3岡)電磁接鰻器(‘グラ菅ﾔ第
＝4岡)_抵狭蕊(グラピヤ第5岡〕
－より成りたっている｡了別置型の場
合には電磁鐵騒器及抵抗器は熊丙

特性は3Hで示される。
次に巻降しの際には第1ノツチで
L､1DB.2DBr2M.3Mが閉じるの，

でSF魑に抵坑R,R2が直列に入り
SHと共に分識割生となり1Lで示

す様な轄性となる。第2.ノツチで
､L;1DB､2CB.1Mはが閉じるので

ゅ、

SF1SF遂にR5が直列に入る,R6｡

の方が大きいので界磁は弱くなり，

2Lに示す溌な特進となる。第3

ﾉﾂﾁでは無負荷の時に臓負徹巽
鐸繼電謡嘩･2CR典に動作iし
ないのでL;"1DB&2A.3A・蝿
2Mか閉じ分巻界磁の農の分謹電

璽磯とな局。次に輕貢奇の降には、

1CR鰺みが璽作しL.mR.24.

3A、1M･3M．4皿．が閉じるの

で電機子は直接電源につながりs
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器及繼電器臆苛酷頻繁な運鱒鐵"‐
して充分使用に耐える稼に巽織；
溝造とLな紅場に於淘訟蹴’

鱗鰕撚鏡藤華識痴“､〃

『

■

』

一公

、ヘ

I
刊裟--“”鐡霊､舟い急
を雛よつで器=叫諒壹京
Aほ積燃數で繊噸間にz=0'¥=z,とすると

．、

A=ZO/の
、

Pはzに比例し,Zは等=0.@時最大腫潅:る(即
ちZ=4=ZO/のC時）からrの最大値は.|

rm=Zm"=Zo/"'

違よりPmはZOに比例することになるが，鐵測蝿
かかる簡軍な考察の不十分なることを示している。
’，衝撃黙がGと同じ水ZF面丙にないこと。
2，岸壁の方の震は無覗しう｡るが,船禮側の木製プ琴シ
ダ合一の緩衝作用は相當影響がある．

3，水の運動麗及抵抗量が不明であること。
4，恒一プの強力にもとつくﾓー ﾒﾝ，崎無覗しえ画ご
と。．．、、

等がこの簡単な推諭と宜測との不一致の主な原因と考え
られる。、‐

ｐ
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‐第3圖．‐，

の收縮z瞳次式で表嶬さ友る。、
Z=X+c9

一方水の蓮蹴量,抵抗，ロープの張力をすべて無覗ず

ると,′§ツ芽アーにかかる荷重を,P2船の排水蝉をW,"
霞を通る鐇直靹蛍隊りのwの瑛璽手篠をKとして、‐

-吾祭=P〒薯躍篭=爵．
が蔵立つ鐸位蒲重に封するバツフテーの收縮をγとず
ると

- ｡ Z = P 5．γ蕗

雫ある｡"塾等の式からxye，野を消去す．愚と
ひ4凸ルー
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…．び抵抗器の組み合せによ･b出來てお;り農す｡捌御の操作

"ざ職…‘墓鰯塞嬢驫舘鯛≦て製侭獅震繍職鑿辮総蝋鱒
馬

8←÷Pし

・鄭喜一画から既握千數首豊腱及んだ雇艫す｡：

－卿製繊………衛譲蹴溌｡』讓繊諭驚鱸薔繍:鵜
、蕊露繍灘撫駕讃職篁蕊驚瀧に僻爽壜織に…峨一
倦侭物廻鐸に卸す必要のある時は爾遊制動機に取付けた左右4個のﾉヅﾁがあり,向って右が上ケ,左が下ケと′･拳量灌競魑手藍操作して極めて慣謂な卸し速度を得て居・なっております‘第'ソツチは最後剛.ノツ､ﾁ､茜進める
';鍾施の雫鋤袋篭が》確駿蕊各方面でﾜﾝ『アジゴントロ、と速度ガ増加しまず｡第4ノッチを使用すると鳴殊な繼
憩鰯雲蝋鎮撫霞蹴震軍論卿て-額…職蕊鱸鱸
鵬≦~…、‘-鑪蕊難菫誌｡、
鐵蕊繍謡撫雛繍駕鯆職鯉鰕搾

・二．｡

‘ま霧6（特錐グﾗ職'2頁参照)“’‐これ熱大部分営泓濁持鰯案に依る作動総責なもの‐；

電機部分.：‐，-．であります｡、
恥躍極電磁接鯛器．，．鼻、．．‘ｰ

：電動一,罐、、､．、‘菫幹制磁器の把手を操作するとこの電磁接賑器の霞磁
4 Q ■ 典

型喪．‘至閉吹密型・‐‐．線輪が作動し,接鯛部が藤閉し,電動子回路に抵抗を鬼一.格．：'/2陣間
挿入または短絡して,‘電騒鱗の起動お.よび速度調整が

温度」罫-4B,ロイ隅日本鍋船規悠に合格，、行わ和’また電動子電流の方向が蕊って，電圃機の回函・動｡〃子,

’鯉小にし職…‘して,急激愈鋤j停正鋤､,鞠鍵蓄2、．~むく､

、噌毒易蝿しめ'頚た機被的握度の充分なバランスの良急激に把手を廻しでも各接醗器をある時隔を露詑作：
′'’､亀のにしてあり泉裁．雪動せしめ，電流の突入を防ぐ溌置｡－－，“｡

■ 才G 々イ3

電 動 子および界磁線輪‘－．
．3，‘高速度繼電器．

良質の絶縁物を使用し眞峯乾燥等を行って,．（皇ニツシ，
一定値以下の低負茄では騒斑機を特に早い速度で礎‘またはコンム患ウンド虚理を敷回繰り返し，潟氣および温漣し得るための装置｡，‐誠司．

’度の鍵化に濁し正絶縁が善され晦嫌特に入念に製作して4，逆洗繼電器ギグ･

ぁ，ます･卸｡場繩動子職施に厳つた場合作動する。整流子および刷子5，過負荷繼.電器

･盤流子片は'硬産の高い硬引純銅を後胤'艮礎のﾏイ一定催以上の過負荷がある時匿繼綴すると伽する安
懸鰯熱欝鰯駕篭駕孟‘,灘鑪壷募di

職裟篭懸鰯蹴禦…二購帥際柳て"を罰蝿蝿箙蝿負繍縄：
’,､制御装置繍繰聴蹴瀞が噸し,聯制

蓉'職馳鞭峰職紬霧,電雌鵬郷繍轆為＆蝋卿棒…_鋤織 ・も

、忠使用菅層綴謹鰯雛組号．
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一 電動揚貨機一・、』

み立て，臺盤丙に装愉し電璽機軸とウオ＝ムとを逵結す様になっております。園丙の油で給油出來ないものは液’

”綾雫…剰脈…鰯“…琴露悪灌麓謡瀞職獅撫一一K

になって居ります。、
、電路開閉器捲一胴、‐罰： ．dq｡

電磁接鯛器内に主盃路隣閉器があります電源との接断は’個の主捲胴と2個の爵捲胴を附けたものを標準とし:莚＝
把手で筐外操作口から行う巖になっております。;おりますが,街希望により左右いずれか'御こ'しても篝．へ

支えありません｡捲胴ば硬質の鋳鐵で側ウワ流←董&
制動’装置一 一列プのために摺り減ることを少くし,ま誰簡鯛燕6錘

電磁制動機〃．っても綱が捲胴から外れない麓にしてあります。′
~～幸｡

｡ P

敏活に作動する画盤型を用い,雷郵溌の一端腱成り付け，捲胴軸懲鍜鍋を価用し，安全率を充分大旨くもつであり‐,、
完全な水密型庭してあります。ます。．．、、、
主幹制御器の把手を左右に探浪ば電磁力が働含，發條渥歯車･園．、
逆って回韓圃盤を鐸減し,電璽機は起動します，把手を歯車':､軸受等の主要部分を納め,頑丈な錆鐵で作り，,ホ

・停止の位置に戻せば直ち悸制動狗かり'電動機は停止-、密型にしてありまず。'。 ． 、 、 7 ． 画

し ま す。。壷鑿，′､、
回韓圓盤の摩擦面に怯磨耗少く,摩擦係數吠ぎ麓かつ鍔鐵製で盤丙に憾雛蟻涛型制御識よび抵抗識繍・I‐

高臘度に耐え得る聴製制動ﾗｲﾆﾝグを使用しておりまあ,これらの黙械,駁出し等が容易Iこ出來る艤渥してあ
す。，蓋 一 り ます。
電磁制型機は電政揚貨機の最も寧な役目茜荷つこており逼風装’一置一、

￥，

ますから,各部lこ猫特の考案を施し，:材質，機構調整等長時間荷役を蓮絞せられる場合にば歯車函上部，お畿翫一・.｡灸‐

には特に苦心して製作してあります｡』 鑿驚駕繍職野舞慧鷆欝
手動緯放装置

電磁制罰磯には輕く動く手動鐸放装置が附けてあって'・スを利用して特殊考案の扇車が取り付け:てありま蕊
『~

■

これにより電源のない場合にも制蹴磯を弛めて荷物を徐。(三菱電機篭磯部次長)ー 、

為に*すことが掛來ます° 卜･01■

操 械部分〆 I

歯 享 蕊 圖‐『‐＝｜ウォームはケースハードニングした琴ツケル鋼な俄用ｼ‘ 船舶電氣装備
歯の部分ざ洞嶽,ｹーｽﾊード室ﾝグして後ゲﾗｲﾝ，

好

一_で精密に鯉げてあり誤す｡ウオ季ム･ホイールの本石川島遥船所電気課長

｜三枝寺英著、隈は鏡騨作り,歯の部分は嘩擦抵抗および磨耗の少な
|‐、､“の燐青銅郷､,溌繊で正鱸に仕上げ'丈裁鋤“380頁定侭伽圃(〒噸）

認駕雛繍彙鑪懸鑪蕊i職》職鯛織鯏岬嚇識蝿≦《|T

〆■

ま厚華舂吉．7，，4劇只

軸 受溌’1

ウォーム腰來る推力を受けるために推力球入軸受を摸用
し』またウォームおよび捲胴軸の軸受には嶋殊鄭課二よ
る三菱ベデリングメタルを裏金として使用し,軸受面憩
充分大とし磨濡を少な.くして永年駁替えを要せぬ雛にし‘
て道，ま溌謬
耀脇｡卿淫釧噸率函の”歯車の回鱒に依諒:自
慰的に給油巷ら‘海‘潤滑を総是江独は再良悶悶に集まる＆

・膣の龍氣的腐蝕．

東京都港腫肺布鰹町一九
寵6赤坂（48）4701

船舶技術協奮發行

振替東京7．0438
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『嘉雲霊~霊’
ここに昭和25年の新年鑑をiけに贈

る｡本誌誕生してより‘一年有餘,膿
ささかでも斯界技術p向上に役立つ
ところあれば幸甚である。讃者諸暴

蕊鴛饗勇織總謬
う次第である。

技術の高いもの，良心的なものしか

通らなく‘なり自由競執こも厳然たる
批劉の眼がそそが洩るわけ《である。
職出譜は勿論のこと，國丙新造船に
ついてもこのことが言え'る'わけで，

綜合工業の各部門が按術酌に向上す
る．ことを期待してやまなし‘､｡

××、

‘職蹴名残の統制聯次第に解陰さ
れて自由な稜いに承って束だことは
喜ぱしi蒜限りであるが,あとはただ

ー

鐵約購讃案内種冷の都合で市販は極く少数に限ら
れ:まずので，本誌確保御希望の方は直接協倉宛御申込み
下さい。バツ･クナンバーも備えてありますから御申越郵･〃
下さい。

概算{諺驚』蝋“蝿；
･

定慎鍵更等で溌約金切の隙は糖算して御邇知じます

｜撞蝿省.船
繍鑿¥殿:蕊(蕊議鶴鯛

”'

．‐．,定慣“圓‘・
子e

編集兼發行人胤嶺I蝿
邸刷人．、秋ゞ対＃ミ馨
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